
「
淫
事
」
と
は
い
か
に
も
ぷ
だ
り
が
わ
し
い
が
、
今
ふ
う
に
い
え
ば
「
セ
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
の
は
、
淫
事
が
精
神
病

の
原
因
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
学
説
の
盛
衰
で
あ
る
。
主
と
し
て
論
じ
る
の
は
、
手
淫
ｌ
自
濱
と
よ
ば
れ
た
も
の
、
過
淫
Ｉ
過
房
ｌ
淫
荒

と
よ
ば
れ
た
も
の
、
部
分
的
に
淫
事
禁
絶
お
よ
び
中
絶
性
交
で
あ
る
。
月
経
、
妊
娠
・
出
産
、
更
年
期
と
精
神
疾
患
と
の
関
連
は
現
在
も
真
剣

に
研
究
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。

こ
の
問
題
に
わ
た
し
が
関
心
を
も
ち
は
じ
め
た
の
は
、
精
神
疾
患
患
者
へ
の
偏
見
の
源
を
さ
ぐ
る
作
業
の
一
部
分
と
し
て
精
神
疾
患
観
の
変

遷
を
さ
ぐ
り
た
い
と
お
も
っ
た
三
○
年
ぐ
ら
い
ま
え
か
ら
で
あ
る
。
羽
仁
五
郎
『
都
市
の
論
理
』
（
勁
草
書
房
・
東
京
、
一
九
七
二
年
）
の
も

（
一
）

と
に
な
っ
た
「
羽
仁
先
生
を
か
こ
む
研
究
会
」
の
第
三
回
（
一
九
六
六
年
九
月
二
八
日
）
で
魔
女
裁
判
に
つ
ぎ
報
告
し
た
と
き
、
わ
た
し
は
精

神
障
害
患
者
観
の
歴
史
的
あ
と
づ
け
の
「
問
題
に
た
い
し
て
今
わ
た
し
は
、
二
つ
の
面
か
ら
と
り
く
ん
で
い
こ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一

つ
は
、
性
的
ｌ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
な
も
の
を
精
神
障
害
の
原
因
と
し
て
重
視
す
る
考
え
方
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
き
た
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
〔
中
略
〕
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
の
関
心
の
方
向
は
、
つ
き
も
の
持
ち
迷
信
で
す
」
と
の
べ
た
。
こ
の
う
ち
つ
き
も
の
に
つ
い
て
は
い
く
つ

は
じ
め
に 淫

事
と
精
神
病

ｌ
精
神
病
学
説
史
の
一
断
面
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
五
巻
第
一
号

平
成
元
年
一
月
三
十
日
発
行岡

田
靖
雄

昭
和
六
十
三
年
六
月
二
十
七
日
受
付

『
■
同
』
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と
こ
ろ
で
、
精
神
病
の
原
因
と
し
て
も
っ
と
も
お
お
き
く
論
じ
ら
れ
た
の
は
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
マ
ス
タ
ベ
ィ
シ
ョ

あ
て
が

ン
は
「
五
人
組
」
（
五
本
指
で
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
）
、
「
千
摺
り
」
（
へ
ん
ず
り
）
、
ま
た
「
当
掻
き
」
と
一
般
に
よ
ば
れ
て
い
た
。
後
述
の
造

化
機
物
で
も
、
「
手
淫
」
に
「
し
ゅ
い
ん
セ
ン
ズ
リ
」
と
振
り
仮
名
し
て
あ
る
も
の
が
あ
る
。
「
せ
ん
ず
り
」
と
は
い
か
に
も
即
物
的
な
表
現
で

あ
る
。
学
術
用
語
は
で
き
る
だ
け
価
値
判
断
を
ふ
く
ま
ぬ
も
の
が
よ
い
。
こ
の
論
文
の
表
現
に
「
淫
事
」
と
だ
し
た
の
は
、
そ
の
歴
史
性
を
強

調
す
る
た
め
で
あ
る
。
価
値
判
断
を
ふ
く
ま
ぬ
点
で
は
「
せ
ん
ず
り
」
が
よ
い
が
、
通
俗
的
に
す
ぎ
る
。
字
義
か
ら
は
「
自
慰
」
が
よ
い
だ
ろ

う
が
、
音
の
響
き
が
よ
く
な
い
。
そ
こ
で
一
般
的
に
は
「
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
」
と
表
記
す
る
。
た
だ
し
、
学
説
の
内
容
紹
介
で
は
、
そ
こ
に

か
発
表
し
て
き
た
の
で
、
今
回
は
前
者
《

こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
ま
と
め
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
精
神
病
の
原
因
と
し
て
』

う
が
、
音
の
響
き
が
よ
く
な
い
。

（
一
一
）

使
わ
れ
て
い
る
用
語
を
と
っ
た
。

と
く
に
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
で
は
、
淫
事
に
つ
い
て
の
抑
圧
は
す
ぐ
な
か
っ
た
こ
と
は
よ
く
し
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
浮
世
絵
、
川
柳
、

読
象
本
、
性
神
な
ど
に
み
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
貝
原
益
軒
が
『
養
生
訓
』
（
一
七
二
一
年
）
で
強
調
し
た
制
欲
主
義
は
む
し
ろ
例
外
で
あ
っ

た
。
漢
方
で
は
腎
虚
の
説
が
あ
り
、
腎
虚
の
症
状
に
は
精
神
変
調
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
が
、
中
心
は
イ
ン
ポ
テ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
マ
ス
タ
。
ヘ
ィ

（
一
二
）

シ
ョ
ン
の
害
は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
の
害
が
と
か
れ
だ
し
た
の
は
蘭
方
医
学
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
、
フ
ー

フ
ェ
ラ
ン
ド
を
訳
し
た
『
扶
氏
長
生
法
』
（
一
八
六
七
年
）
は
「
一
度
の
房
事
は
六
オ
ン
ス
の
潟
血
に
同
じ
く
、
一
度
の
手
淫
は
六
度
の
房
事

（
四
）

に
同
じ
」
と
の
べ
た
。
ま
た
緒
方
維
準
の
『
衛
生
新
論
』
（
一
八
七
二
年
）
は
「
手
淫
ノ
害
〈
過
度
ノ
交
購
ヨ
リ
モ
尚
太
甚
シ
」
と
断
じ
た
。

㈲
造
化
機
物
の
記
載
か
ら

一
日
本
で

今
回
は
前
者
を
と
り
あ
げ
た
。
関
連
し
て
は
さ
ら
に
、
断
種
法
ｌ
国
民
優
生
法
Ｉ
優
生
保
護
法
の
問
題
が
あ
る
が
、
２（2）



造
化
機
物
で
て
浮
世
絵
ひ
っ
こ
む
、
と
維
新
後
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
。
淫
事
を
拡
大
描
写
し
た
美
術
品
が
お
さ
え
ら
れ
、
通
俗
性
科
学
害
が

流
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
造
化
機
物
の
多
く
は
、
解
剖
図
譜
な
ゑ
に
こ
ま
か
く
え
が
き
こ
ま
れ
た
生
殖
器
図
を
色
つ
き
で
い
れ
て
い

》
。
。

⑬⑫ ⑪⑩

（
五
）

ま
ず
、
わ
た
し
が
そ
ろ
え
て
い
る
お
も
な
造
化
機
物
の
目
録
を
あ
げ
て
お
こ
う
二
部
分
は
比
較
的
あ
た
ら
し
い
も
の
も
ふ
く
む
）
、
Ｉ

①
合
衆
国
ゼ
ー
ム
ス
・
ア
ス
ト
ン
原
撰
、
千
葉
繁
訳
『
造
化
機
論
』
（
乾
・
坤
）
、
一
八
七
五
年
、
造
化
機
物
の
最
初
の
も
の
。

②
合
衆
国
ヂ
ョ
ル
ダ
ン
原
撰
、
中
山
平
三
郎
訳
『
造
化
秘
事
』
（
乾
・
坤
）
、
一
八
七
六
年
。

③
合
衆
国
ゼ
ー
ム
ス
・
ア
ス
ト
ン
著
、
千
葉
繁
訳
『
通
俗
造
化
機
論
』
、
一
八
七
六
年
。
①
は
漢
字
片
仮
名
文
だ
っ
た
の
を
漢
字
平
仮
名

文
に
し
て
、
表
現
を
す
こ
し
か
え
、
漢
字
に
は
す
べ
て
振
り
仮
名
を
つ
け
て
い
る
。

④
米
国
エ
ド
ワ
ル
ド
・
ブ
ー
ト
原
著
、
千
葉
繁
訳
『
通
俗
造
化
機
論
二
編
』
、
一
八
七
七
年
。

⑤
米
国
フ
ァ
ゥ
ラ
ー
氏
著
、
橋
爪
貫
一
訳
『
男
女
交
合
新
論
』
、
一
八
七
八
年
初
版
、
一
八
八
八
年
改
題
再
版
、
同
年
三
版
。

⑥
望
月
誠
『
男
女
交
合
論
（
合
本
）
』
、
一
八
七
九
年
、

⑦
赤
塚
錦
三
郎
『
交
合
条
例
一
名
閨
房
秘
書
』
、
一
八
八
二
年
。

⑧
『
男
女
交
合
得
失
問
答
』
、
一
八
八
六
年
。

⑨
岩
本
吾
一
『
改
正
増
補
通
俗
男
女
造
化
機
論
』
、
一
八
八
七
年
、
一
九
○
三
年
一
五
版
、
改
正
増
補
前
の
版
は
不
詳
。
一
八
八
七
年
版

赤
塚
錦
三
郎
『
交
合
条
例
一

『
男
女
交
合
得
失
問
答
』
、
一
穴

岩
本
吾
一
『
改
正
増
補
通
俗
里

と
一
九
○
三
年
版
と
は
同
内
容
。

細
野
順
蟇
訳
『
男
女
交
合
造
化
機
新
論
』
、
一
八
八
八
年
。

米
国
エ
フ
・
ホ
リ
ッ
ク
氏
著
、
隠
岐
敬
治
郎
・
大
西
直
三
郎
訳
『
生
殖
自
然
史
」
、
一
八
九
六
年
、
同
年
再
版
。

紐
育
医
科
大
学
教
授
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ダ
フ
ル
ュ
ー
・
ホ
ー
著
、
大
西
直
三
郎
訳
『
色
情
衛
生
論
』
、
一
八
九
七
年
。

原
真
男
『
色
情
と
青
年
』
、
一
九
○
六
年
、
同
年
再
版
・
三
版
。
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I

⑭
相
馬
廣
吉
『
衛
生
男
女
宝
典
』
、
一
九
○
八
年
。

⑮
狩
野
均
一
郎
『
神
経
衰
弱
及
性
的
障
害
救
治
法
』
、
一
九
一
九
年
。

⑯
長
濱
繁
『
性
的
悪
習
と
神
経
衰
弱
の
新
療
法
』
、
一
九
三
五
年
。

①
の
書
き
直
し
版
が
翌
年
に
で
て
い
る
こ
と
、
⑨
は
改
正
増
補
前
の
版
も
か
ぞ
え
る
と
、
一
六
版
以
上
を
か
さ
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
造
化

機
物
の
流
行
が
充
分
に
察
し
ら
れ
る
。
翻
訳
も
の
の
原
著
が
い
ず
れ
も
合
州
国
の
も
の
で
あ
る
点
も
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
い
く
つ
か

の
も
の
は
、
漢
字
で
表
記
し
た
用
語
の
右
側
に
読
み
方
を
振
り
仮
名
し
、
左
側
に
一
般
用
語
で
そ
の
意
味
を
振
り
仮
名
し
て
い
る
。
こ
の
左
側

の
振
り
仮
名
に
よ
っ
て
、
当
事
の
淫
事
関
係
一
般
語
が
わ
か
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
あ
げ
る
と
、
生
殖
器
ｌ
マ
ヘ
ノ
モ
ノ
、
粘
液
ｌ
イ
ン
ス
ィ
、

春
機
発
動
ｌ
イ
ロ
ケ
ッ
キ
、
陰
茎
ｌ
ヘ
ノ
コ
、
マ
ヘ
ノ
モ
ノ
、
サ
ホ
、
亀
頭
ｌ
カ
リ
、
房
事
ｌ
イ
ロ
。
コ
ト
、
淫
夢
ｌ
モ
フ
ゾ
フ
、
挺
孔
ｌ
サ

ネ
、
陰
唇
ｌ
マ
ヘ
ノ
フ
チ
、
手
淫
ｌ
セ
ン
ズ
リ
、
テ
イ
タ
ヅ
ラ
、
、
コ
ニ
／
ソ
グ
ミ
、
股
間
淫
ｌ
ス
マ
タ
、
子
宮
ｌ
コ
ッ
ポ
、
妄
淫
ｌ
シ
ス
ギ
。
初

期
の
造
化
機
物
で
も
っ
と
も
活
躍
し
た
千
葉
は
神
奈
川
県
士
族
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
も
の
に
淫
事
の
精
神
神
経
へ
の
害
が
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
み
て
い
こ
う
。

ゴ
ニ
ン
グ
、
、
、

①
の
『
造
化
機
論
』
の
「
第
九
条
妄
淫
ノ
後
害
論
」
に
は
、
「
予
此
著
一
一
於
テ
弄
五
嬢
即
チ
手
淫
ヲ
論
ス
ル
ハ
素
志
ニ
ァ
ラ
ス
是
レ
固
ヨ

リ
理
二
背
キ
タ
ル
所
為
ニ
シ
テ
精
力
ヲ
傷
リ
健
康
ヲ
賊
フ
コ
ト
世
ノ
普
ク
知
ル
所
ナ
レ
霞
〈
少
者
二
対
シ
殊
更
二
訓
戒
ス
ル
ヲ
待
タ
ザ
レ
、
ハ
ナ
リ

（
マ
マ
）

然
し
ト
モ
其
陰
具
ヲ
妄
用
ス
ル
ノ
後
害
二
至
リ
テ
ハ
亦
識
ラ
サ
ル
可
ラ
ズ
人
或
ハ
其
性
質
ニ
ョ
リ
テ
手
淫
ノ
為
メ
ニ
背
髄
ノ
後
部
二
事
ヲ
起
シ

労
擦
二
類
ス
ル
症
ヲ
発
シ
熱
気
ナ
ク
シ
テ
食
ヲ
嗜
ム
コ
ト
常
ノ
如
ク
只
漸
次
二
衰
弱
ヲ
極
ム
ル
者
ア
リ
婦
人
ノ
之
ヲ
患
ル
者
ハ
物
有
り
肢
行
シ

テ
脊
骨
ヲ
下
ル
ガ
如
キ
ヲ
覚
エ
男
子
〈
精
液
道
ヲ
失
フ
テ
尿
中
二
混
ジ
両
耳
鳴
り
眼
力
衰
ヘ
テ
遠
キ
ヲ
視
ズ
才
能
衰
へ
且
素
乱
ス
是
則
神
経
ノ

レ
ウ
マ
チ
ズ
ム

全
体
総
テ
崩
壊
ス
ル
ナ
リ
而
シ
テ
交
購
ヲ
盗
ニ
ス
ル
モ
亦
同
ク
懐
麻
質
斯
、
神
経
病
、
癩
澗
、
痙
箪
等
諸
疾
病
ノ
原
因
ト
ナ
ル
者
ナ
リ
〔
後
略
ピ

と
あ
る
。

④
の

（
マ
マ
）

『
通
俗
造
化
機
論
一
一
篇
』
は
、
「
交
合
の
快
楽
は
電
気
に
基
く
の
論
」
に
お
い
て
、
「
三
種
電
気
説
」
を
の
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
頭
悩
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⑦
、
⑧
、
⑩
も
こ
の
三
種
電
気
説
を
の
べ
て
い
る
。
⑤
の
『
男
女
交
合
新
論
』
の
説
は
こ
れ
と
す
こ
し
こ
と
な
り
、
「
交
購
は
男
女
互
に
反

性
の
電
気
（
人
体
中
に
在
る
電
気
に
し
て
。
男
に
在
る
を
陽
電
と
し
。
女
に
在
る
を
陰
電
と
す
）
を
促
励
し
、
之
を
授
受
平
均
す
る
法
に
し
て
」

と
い
う
。
ま
た
、
「
交
購
の
時
女
子
淫
情
を
生
ぜ
ざ
れ
ぱ
、
男
子
に
あ
り
て
は
女
子
の
陰
電
を
受
る
こ
と
な
く
。
徒
に
陽
電
を
放
散
す
る
が
故

に
。
心
身
に
疲
労
を
受
る
こ
と
手
淫
の
害
と
一
般
な
る
の
糸
」
と
も
い
う
。
本
書
で
は
、
中
絶
性
交
で
精
液
を
外
に
も
ら
す
こ
と
を
オ
ナ
ニ
ス

ム
と
よ
ん
で
い
る
。
本
書
は
す
べ
て
の
避
妊
法
に
批
判
的
で
、
そ
の
害
を
と
く
。
男
女
と
も
に
交
購
し
て
気
が
い
か
ぬ
と
き
は
「
神
経
を
擾
乱

す
る
こ
と
手
淫
の
害
よ
り
も
は
な
は
だ
し
」
と
と
く
。

（
｛
ハ
）

⑫
の
『
色
情
衛
生
論
』
は
、
そ
の
詳
細
な
内
容
か
ら
す
れ
ば
専
門
書
で
あ
る
が
、
文
海
堂
と
い
う
発
見
元
か
ら
す
る
と
、
日
本
で
は
一
般
む

５

け
啓
蒙
書
と
し
て
だ
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
手
淫
お
よ
び
房
事
過
度
の
た
め
お
こ
る
疾
病
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
精
漏
、
陰

ゑ
る

ひ
と

（
マ
マ
）

を
除
き
人
身
の
全
部
を
検
に
神
経
の
在
る
処
特
り
陰
部
を
以
て
第
一
と
す
と
扱
此
陰
部
は
脊
骨
の
下
部
極
端
に
あ
り
て
神
経
豚
管
叢
に
蜜
附
し

た
も

多
数
の
神
経
を
領
ち
動
物
電
気
の
藷
助
に
よ
り
て
其
機
関
に
許
多
の
感
覚
力
を
与
ふ
る
も
の
な
り
然
る
に
合
歎
共
楽
の
際
に
は
三
種
の
電
気

（
即
ち
人
身
電
気
、
舎
密
電
気
、
摩
擦
電
気
）
を
発
し
単
身
独
楽
の
時
に
は
唯
一
種
の
電
気
（
即
ち
摩
擦
電
気
）
を
の
ゑ
生
ず
る
に
依
り
心
経

の
疲
労
す
る
は
更
に
太
甚
し
く
交
合
と
手
淫
と
利
害
損
益
の
相
分
る
上
は
全
く
此
一
事
に
あ
り
と
知
る
べ
し
」
と
い
う
。
人
身
電
気
は
す
べ
て

の
有
機
体
に
そ
な
わ
っ
て
い
る
生
気
あ
る
電
気
で
、
そ
の
人
そ
の
人
で
量
が
こ
と
な
る
。
磁
気
術
〔
催
眠
術
〕
は
こ
の
電
気
の
力
を
よ
く
し
め

せ
い
み

す
も
の
で
あ
る
。
男
女
交
合
の
と
き
に
は
双
方
の
全
身
に
あ
る
電
気
は
陰
部
に
ひ
き
よ
せ
ら
れ
る
。
舎
密
電
気
は
酸
性
物
と
塩
基
性
物
と
の
結

合
に
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
婦
人
の
陰
部
は
塩
基
性
流
動
物
を
た
く
わ
え
、
男
の
陰
具
は
酸
性
物
を
蒸
発
す
る
の
で
、
交
合
の
と
き
は
両

性
の
蒸
気
相
発
し
極
美
の
快
味
を
お
こ
す
。
手
を
こ
す
り
足
を
こ
す
っ
て
も
電
気
は
お
こ
る
が
、
人
の
全
身
中
も
っ
と
も
多
量
に
電
気
を
た
も

つ
の
は
陽
茎
の
亀
頭
と
陰
門
の
挺
孔
と
で
あ
る
。
手
淫
の
悪
業
は
、
亀
頭
、
挺
孔
の
摩
擦
よ
り
お
こ
る
。
ま
た
陰
毛
と
い
う
も
の
は
、
男
女
陰

部
の
摩
擦
か
ら
お
こ
っ
た
摩
擦
電
気
を
貯
蔵
す
る
用
を
す
る
も
の
で
、
そ
の
働
き
は
た
い
へ
ん
に
大
事
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
種
電
気
説
の
概
略

で
あ
る
。
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萎
、
子
孫
へ
の
心
身
不
具
・
全
身
薄
弱
の
遺
伝
、
子
供
の
恂
懐
病
・
肺
密
、
陰
茎
変
形
、
睾
丸
縮
小
・
軟
化
、
女
子
陰
具
局
部
変
化
、
手
足
背

の
表
在
静
脈
膨
大
、
に
き
び
密
発
、
不
消
化
、
頭
痛
、
不
眠
、
筋
肉
痙
掌
、
心
悸
冗
進
、
肺
癖
、
癩
痛
、
恐
病
症
〔
心
気
症
〕
、
癩
狂
、
淫
女

風
、
男
子
淫
欲
症
、
無
精
病
、
男
子
不
妊
症
、
精
系
腫
、
睾
丸
神
経
痛
、
睾
丸
刺
激
症
、
膀
胱
頚
部
神
経
痛
、
勃
起
筋
痙
箪
、
小
脳
内
出
血
、

脊
髄
震
壷
症
、
脊
髄
軟
化
で
あ
る
。
こ
こ
に
象
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
枢
神
経
系
の
器
質
的
病
変
部
位
と
し
て
は
、
小
脳
お
よ
び
脊
髄
が
想
定
さ

れ
て
い
た
。
小
脳
は
ガ
ル
説
に
も
と
づ
き
性
機
能
中
枢
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
「
脊
髄
労
〈
以
前
〈
房
事
過
度
及
手
淫
ヨ
リ
起
ル
ト
想
像
セ
ラ

レ
シ
ガ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
脊
髄
鍔
も
同
類
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
手
淫
お
よ
び
房
事
過
度
の
害
は
全
身
に

お
よ
び
、
さ
ら
に
後
代
に
も
つ
た
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
癩
狂
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
○
分
の
一
ほ
ど
が
手
淫
お
よ
び
房
事
過
度
に
ょ
る

へ
ぺ
ふ
れ
に
や

と
さ
れ
る
が
、
「
手
淫
〈
癩
狂
ノ
合
併
症
ニ
コ
ソ
ァ
レ
又
恐
ラ
ク
ハ
幼
心
病
ノ
結
果
一
一
コ
ソ
ァ
レ
決
シ
テ
其
原
因
ト
ハ
認
ム
ベ
ヵ
ラ
ズ
」
と
の

（
七
）

説
を
紹
介
し
、
房
事
過
度
と
麻
痒
狂
と
の
関
係
を
と
く
人
も
い
る
が
、
こ
の
説
は
う
た
が
わ
し
い
、
と
い
う
。

⑪
の
『
生
殖
自
然
史
』
は
、
制
欲
に
も
害
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
不
当
の
制
欲
は
心
慮
を
頑
癖
と
す
る
ほ
か
に
、
生
殖
泌
尿
器

病
、
脳
脊
髄
の
軟
化
お
よ
び
炎
症
、
筋
肉
萎
縮
、
発
熱
な
ど
を
お
こ
し
、
ま
た
か
え
っ
て
交
接
過
度
に
お
ち
い
ら
せ
て
、
狂
躁
、
欝
憂
狂
、
自

殺
な
ど
を
発
せ
さ
せ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
発
行
の
⑮
『
神
経
衰
弱
及
性
的
障
害
救
治
法
』
に
な
る
と
、
手
淫
が
生
殖
器
の
官
能
を
障
害
し
神
経
衰
弱
の
誘
因
と
な
る
こ
と

が
お
お
い
、
と
こ
の
悪
癖
の
害
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
「
手
淫
の
害
を
杷
憂
す
る
為
め
の
弊
害
」
を
強
調
し
て
い
る
。
一
九
三
五
年
発
行
の
⑯

『
性
的
悪
習
と
神
経
衰
弱
の
新
療
法
』
は
、
手
淫
、
自
濱
、
自
慰
の
三
語
を
比
較
し
、
自
分
で
お
こ
な
う
の
意
で
「
自
濱
」
の
語
が
よ
い
と
し

て
、
見
出
し
語
は
「
自
濱
」
を
も
ち
い
な
が
ら
、
本
文
で
は
「
手
淫
」
を
お
お
く
も
ち
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
過
度
の
手
淫
で
も
肉
体
的
精
神

的
に
健
康
な
人
な
ら
高
度
の
病
的
状
態
を
お
こ
す
よ
う
な
大
害
は
な
く
、
害
が
あ
る
の
は
精
神
病
的
素
質
な
ど
の
あ
る
特
別
な
と
き
だ
け
で
あ

る
、
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
性
（性
の
啓
蒙
書
に
お
い
て
は
手
淫
大
害
論
か
ら
無
害
論
へ
と
い
う
流
れ
が
み
ら
れ
る
。
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こ
こ
で
一
八
八
五
年
の
『
東
京
医
事
新
誌
』
誌
上
で
小
論
争
が
は
じ
ま
る
。

④
山
崎
賛
「
手
淫
論
」
、
東
京
医
事
新
誌
、
一
八
八
五
年
。
手
淫
は
無
妻
者
の
至
宝
な
り
と
の
説
を
な
す
者
も
あ
る
が
、
手
淫
は
主
に
少

壮
の
と
き
に
お
こ
な
わ
れ
て
智
育
・
体
育
を
さ
ま
た
げ
、
精
神
を
労
す
る
こ
と
つ
よ
く
久
し
き
を
要
し
、
ま
た
た
め
に
虚
弱
が
ま
す
。
書
生
兵

士
に
脚
気
お
お
き
こ
と
、
少
壮
肺
労
の
お
お
き
こ
と
、
ま
た
脊
髄
労
、
に
も
手
淫
が
誘
因
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
さ
ら
に
身
体
を
虚
弱

に
し
、
智
力
発
達
を
さ
ま
た
げ
、
記
憶
力
を
う
し
な
わ
せ
、
頭
痛
、
眩
量
、
心
悸
冗
進
、
精
神
欝
侶
、
視
聴
遅
鈍
、
不
眠
な
ど
を
お
こ
し
、
男

一
般
医
学
雑
誌
に
承
い
だ
し
た
関
係
論
文
を
ザ
ッ
と
み
て
い
こ
う
。

①
「
男
子
生
殖
器
二
関
係
セ
ル
神
経
諸
病
ノ
論
」
（
米
国
ノ
医
学
士
ジ
オ
ル
ジ
・
エ
フ
・
ビ
ア
ル
ド
氏
ノ
説
二
係
ル
）
、
東
京
医
事
新
誌
、

一
八
七
九
年
。
「
男
子
ノ
生
殖
器
ハ
常
二
神
経
系
ト
密
邇
交
感
ス
ル
者
ナ
レ
バ
筍
モ
神
経
学
二
志
ス
者
〈
能
ク
コ
、
’
一
注
意
ス
ベ
シ
」
と
し
、

手
淫
あ
る
い
は
房
事
過
度
の
た
め
精
液
漏
、
神
経
虚
衰
、
精
神
沈
鯵
、
陰
萎
な
ど
の
症
状
を
呈
し
て
い
る
六
症
例
を
あ
げ
て
い
る
。
手
淫
、
房

事
過
度
が
つ
ね
に
劇
症
を
発
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
と
き
に
こ
う
い
う
例
が
あ
る
。
手
淫
の
変
法
は
交
合
の
正
法
よ
り
は
神
経
系
の
害
が
お

お
き
い
。
五
○
年
前
に
比
し
わ
が
人
民
で
は
手
淫
の
悪
習
は
へ
っ
て
い
る
（
文
明
の
人
民
で
は
野
蛮
あ
る
い
は
半
開
の
人
民
に
比
し
て
す
ぐ
な

い
こ
と
は
、
論
を
ま
た
な
い
）
。
し
か
し
、
今
日
の
人
民
は
神
経
は
な
は
だ
鋭
敏
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
病
害
は
ふ
え
て
い
る
。

②
「
手
淫
二
耽
リ
タ
ル
ー
少
年
ノ
奇
説
」
、
東
京
医
事
新
誌
、
一
八
七
九
年
。
オ
ラ
ン
ダ
医
事
新
聞
に
ド
ク
ト
ル
・
メ
ー
ス
氏
の
報
道
せ
る

も
の
を
林
紀
先
生
口
訳
せ
る
も
の
。
手
淫
の
害
お
そ
る
べ
き
を
よ
ん
で
睾
丸
別
出
を
希
望
し
て
き
た
少
年
に
、
手
淫
を
や
め
れ
ば
よ
い
と
説
得

し
て
か
え
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
夜
、
睾
丸
あ
る
あ
い
だ
は
手
淫
を
や
め
ら
れ
な
い
と
、
み
ず
か
ら
右
睾
丸
を
摘
出
し
て
出
血
し
な
が
ら
き
た
の

四
歳
男
子
の
例
。

し
て
か
え
し
た
。
‐

で
、
手
当
て
し
た
。

③
「
神
経
性
生
殖
器
病
」
、
東
京
医
事
新
誌
、
一
八
八
三
年
。
弱
年
に
手
淫
に
ふ
け
っ
た
た
め
、
精
液
漏
、
神
経
虚
弱
症
を
発
し
た
二
三
、

。
一
般
医
学
雑
誌
の
論
文
か
ら

７ （7）



精
無
力
、
遺
精
、
精
液
漏
、
不
随
意
勃
起
、
ヒ
ポ
コ
ン
デ
リ
ー
な
ど
を
発
し
て
発
狂
に
い
た
る
者
も
だ
さ
せ
る
。
こ
れ
を
手
淫
狂
と
い
う
。

８

⑤
相
川
喜
市
「
東
京
医
事
新
誌
ヲ
読
ム
」
、
東
京
医
事
新
誌
、
一
八
八
五
年
。
山
崎
氏
の
論
を
よ
ん
だ
が
、
手
淫
を
「
交
接
二
比
ス
レ
ハ

只
睦
雛
壁
卜
手
ト
相
異
ナ
ル
ノ
ミ
誰
レ
カ
其
作
用
ヲ
異
ナ
レ
リ
ト
云
ハ
ン
ャ
」
、
「
成
程
手
淫
モ
度
ヲ
過
力
雷
〈
貴
説
ノ
如
キ
事
ア
ラ
ン
交
接
又
然

リ
〔
中
略
〕
自
然
過
度
一
一
亘
リ
害
ヲ
ナ
ス
ト
是
レ
手
淫
ノ
害
二
非
ラ
サ
ル
ナ
リ
過
度
ノ
害
ナ
リ
」
。
手
淫
が
過
度
で
あ
れ
ば
種
種
の
症
候
が
で

る
が
、
そ
れ
ら
は
貧
血
お
よ
び
神
経
過
労
で
説
明
で
き
る
し
、
交
接
過
度
で
も
お
な
じ
で
あ
る
。
他
方
、
機
能
を
廃
し
て
し
ま
う
の
も
、
睾
丸

る
が
、
そ
れ
ら
は
貧
血
お
よ
び
池

萎
縮
な
ど
を
発
し
て
害
が
あ
る
。

⑥
瀧
口
高
司
「
東
京
医
事
新
誌
第
三
百
八
十
八
号
ヲ
読
ム
テ
感
ア
リ
」
、
東
京
医
事
新
誌
、
一
八
八
五
年
。
山
崎
論
は
う
な
ず
け
な
か
っ

た
が
、
相
川
論
を
よ
ん
で
同
意
し
た
。
情
欲
の
抑
制
は
よ
く
な
い
、
手
淫
も
適
度
に
す
る
の
は
利
が
あ
る
。
山
崎
論
の
よ
う
に
兵
士
書
生
に
脚

気
が
お
お
い
の
は
手
淫
の
た
め
と
い
う
な
ら
、
山
間
僻
地
の
人
士
は
手
淫
を
お
こ
な
わ
な
い
の
か
。

⑦
山
崎
賛
「
駁
相
川
瀧
口
二
氏
説
」
、
東
京
医
事
新
誌
、
一
八
八
五
年
。
第
一
に
手
淫
は
成
長
期
に
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
発
育
を
さ
ま
た

げ
る
。
第
二
に
情
欲
ほ
ど
制
止
し
が
た
い
も
の
は
な
く
、
適
度
は
あ
り
え
な
い
。
手
淫
は
人
為
の
変
法
で
天
理
に
も
と
り
、
手
は
生
殖
器
で
は

な
い
。
第
三
に
一
回
の
交
接
よ
り
手
淫
の
ほ
う
が
疲
労
の
は
だ
は
だ
し
い
こ
と
は
、
実
験
し
た
人
は
承
知
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
脚
気
に
つ
い
て

は
、
手
淫
が
原
因
と
い
っ
て
い
る
の
で
な
く
、
誘
因
と
い
っ
て
い
る
だ
け
だ
。

⑧
石
川
慈
悲
藏
「
読
相
河
君
手
淫
論
」
、
東
京
医
事
新
誌
、
一
八
八
五
年
。
手
淫
は
自
然
過
度
に
な
っ
て
諸
病
を
発
す
る
し
、
疾
病
を
発

し
な
く
て
も
心
身
の
発
育
が
不
充
分
と
な
っ
て
そ
の
余
波
を
子
孫
に
お
よ
ぼ
す
。
そ
れ
を
お
こ
な
わ
ず
に
生
殖
器
萎
縮
症
を
発
す
る
な
ど
は
信

じ
ら
れ
な
い
。
手
淫
は
一
四
、
五
’
二
○
歳
の
、
と
く
に
書
生
、
兵
士
に
お
お
い
。
最
近
は
梅
毒
の
検
査
も
整
頓
し
て
き
た
の
で
、
多
少
の
費

用
は
要
し
て
も
手
淫
よ
り
は
花
柳
の
設
を
利
用
す
る
ほ
う
が
よ
い
。

こ
の
論
争
は
こ
こ
で
お
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
な
さ
れ
た
論
議
は
実
証
的
根
拠
を
か
く
も
の
で
あ
っ
た
。
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
の
害
に
関
す

る
実
証
的
研
究
と
し
て
は
、
山
本
宗
一
の
報
告
（
一
八
九
七
年
）
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
承
る
こ
と
に
す
る
。
す
こ
し
の
ち
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の
も
の
に
な
る
が
、
森
林
太
郎
の
性
欲
研
究
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

⑨
森
林
太
郎
「
性
欲
雑
説
」
、
公
衆
医
事
、
一
九
○
二
’
○
三
年
〔
の
ち
『
衛
生
新
篇
』
第
五
版
（
一
九
一
四
年
）
の
「
生
育
」
の
章
に

「
生
殖
」
の
題
で
い
れ
ら
れ
る
〕
。
こ
こ
で
第
一
に
目
に
つ
く
の
は
、
森
が
ひ
じ
ょ
う
に
お
お
く
の
学
者
の
著
作
を
よ
承
こ
な
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
全
体
は
、
た
く
み
に
構
成
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
紹
介
で
あ
っ
て
、
は
っ
き
り
し
た
形
で
自
説
を
の
べ
て
は
い
な
い
。
は
じ
め
の
ほ
う
に
、

「
昔
時
①
農
（
弓
認
ｌ
届
易
）
ガ
性
欲
ノ
所
在
ハ
小
脳
ナ
リ
ト
曰
ヒ
シ
〈
排
斥
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
既
一
一
久
シ
」
と
の
べ
て
い
る
。
脊
髄
労
と
淫
荒

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
五
名
ほ
ど
の
意
見
を
あ
げ
、
最
後
は
「
健
康
者
ノ
単
二
淫
荒
ノ
ミ
ノ
故
ヲ
以
テ
脊
髄
労
ヲ
発
ス
ル
コ
ト
〈
之
ヲ
証
明

ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
ト
」
と
む
す
ん
で
い
る
。
森
の
紹
介
か
ら
結
論
め
い
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、
男
の
窒
欲
、
女
の
過
欲
の
害
は
す
ぐ
な
い
、
ま

た
、
淫
荒
と
い
う
が
ど
の
程
度
か
ら
そ
う
い
う
の
か
、
独
淫
〔
オ
ナ
ニ
ー
が
こ
う
訳
さ
れ
て
い
る
〕
の
害
は
い
ろ
い
ろ
い
わ
れ
て
い
る
が
誇
張

白
精
神
病
学
教
科
書
お
よ
び
専
門
書
か
ら

①
モ
ー
ヅ
レ
ー
、
神
戸
文
哉
訳
『
精
神
病
約
説
』
（
上
・
中
・
下
）
、
一
八
七
八
年
。
モ
ー
ヅ
レ
ー
は
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
精
神
病
の

原
因
と
し
て
マ
ス
タ
尋
へ
イ
シ
ョ
ン
を
主
張
し
た
人
で
あ
る
。
こ
の
「
第
三
章
原
因
ヲ
論
ス
」
の
「
乙
誘
因
」
に
、
「
又
男
子
ノ
手
嬢
〈
厭
う

ヘ
キ
ー
異
ノ
狂
状
ヲ
発
ス
ル
原
因
ナ
リ
其
初
期
自
感
自
想
二
過
キ
獺
惰
ニ
シ
テ
翻
覆
常
ナ
ク
徳
行
大
二
擾
乱
シ
其
終
期
二
至
テ
ハ
智
力
失
耗
シ

夜
間
幻
想
ヲ
生
シ
自
尽
害
人
ノ
意
ヲ
起
ス
ヲ
以
テ
其
徴
ト
ス
」
と
か
く
。

②
シ
ュ
ー
レ
（
国
の
旨
骨
昏
砕
冒
堅
の
）
、
江
口
襄
纂
訳
『
増
補
精
神
病
学
』
、
一
八
八
六
年
初
版
、
一
八
八
八
年
増
補
第
二
版
（
川
俣
英
夫

９

増
補
校
正
）
。
「
第
三
章
原
因
」
の
「
特
異
原
因
」
中
の
「
身
体
的
原
因
」
の
な
か
で
、
「
生
殖
器
ノ
疾
病
〈
大
二
精
神
病
ノ
消
息
｝
一
関
ス
ル

た
、
淫
荒
と
い
う
が
ど
の
程
度
か
ら
筵

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

お
そ
ら
く
、
み
お
と
し
て
い
る
論
｛

な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、
み
お
と
し
て
い
る
論
文
は
お
お
い
だ
ろ
う
。

か
つ
た
、
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

だ
が
、
日
本
で
は
淫
事
の
心
身
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
つ
っ
こ
ん
だ
論
議
は
さ
れ

（9）



者
タ
レ
ト
モ
時
ト
シ
テ
ハ
果
シ
テ
其
ノ
誘
因
タ
ル
ャ
否
ヲ
判
決
シ
難
キ
事
ア
リ
多
ク
ハ
先
天
性
ノ
素
因
ヲ
有
ス
ル
ノ
人
二
於
テ
着
ル
所
ニ
シ
テ

先
シ
手
姥
頻
数
或
〈
房
事
過
度
ヲ
前
駆
ス
ル
ヲ
常
ト
ス
」
と
か
い
て
い
る
が
、
手
姥
そ
の
も
の
の
害
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

③
呉
秀
三
『
精
神
病
学
集
要
』
前
編
、
一
八
九
四
年
。
こ
れ
は
、
同
書
の
増
訂
第
二
版
が
で
る
ま
で
は
も
っ
と
も
く
わ
し
い
精
神
病
学
教

科
書
で
あ
っ
た
。
総
論
部
分
で
あ
る
前
編
の
本
文
が
、
四
七
八
。
ヘ
ー
ジ
で
、
原
因
通
論
が
九
七
・
ヘ
ー
ジ
、
う
ち
素
因
に
四
二
。
ヘ
ー
ジ
が
、
副
因

即
誘
因
に
五
五
・
ヘ
ー
ジ
が
さ
か
れ
て
い
る
。
後
者
の
な
か
で
は
荒
淫
が
三
・
五
ペ
ー
ジ
、
淫
事
禁
断
が
一
ペ
ー
ジ
、
妊
娠
・
分
娩
・
産
褥
・
授

乳
が
三
・
ヘ
ー
ジ
を
し
め
て
い
る
。
「
淫
荒
」
の
項
は
、
「
過
房
及
ビ
手
淫
〈
精
神
病
ノ
原
因
ト
ナ
ル
事
モ
ア
レ
ド
精
神
刺
戟
性
冗
進
ノ
症
状
ダ
ル

事
多
シ
」
と
か
き
だ
さ
れ
て
い
る
。
「
手
淫
〈
淫
欲
ヲ
遂
グ
ル
所
以
ノ
異
常
方
法
ニ
シ
テ
其
害
〈
之
ヲ
過
房
一
一
比
ス
レ
ハ
更
二
多
ク
狂
疾
ノ
原

因
ト
ナ
ル
事
多
シ
是
し
其
多
ク
ハ
神
経
病
性
体
質
ト
併
発
シ
テ
幼
若
ノ
モ
ノ
ニ
来
」
る
。
そ
の
害
は
、
観
念
想
像
で
射
精
に
い
た
る
精
神
上
手

淫
に
い
ち
じ
る
し
い
〔
こ
の
よ
う
に
精
神
上
手
淫
の
害
を
強
調
す
る
の
は
、
当
時
の
通
説
で
あ
っ
た
〕
。
手
淫
に
由
来
す
る
神
経
中
枢
の
刺
激

性
衰
弱
か
ら
手
淫
精
神
病
が
発
生
す
る
に
つ
い
て
は
、
悔
恨
、
悲
痛
、
害
の
恐
怖
な
ど
か
ら
く
る
精
神
上
発
生
と
、
身
体
上
発
生
と
が
あ
る
。

「
身
体
上
発
生
〈
其
他
身
体
ヲ
衰
耗
ス
ル
ノ
原
因
（
食
物
不
足
。
不
眠
。
身
体
ノ
病
。
精
神
過
労
。
身
体
過
労
。
等
）
ヨ
リ
ス
ル
モ
ノ
’
一
シ
テ

病
症
〈
専
ラ
体
質
性
遺
伝
要
素
ニ
ョ
リ
テ
異
ナ
ル
ガ
如
ク
其
精
神
素
質
微
弱
ナ
レ
バ
醇
然
ダ
ル
虚
脱
性
精
神
病
ニ
シ
テ
昏
憎
症
又
〈
譜
妄
症
ア

ル
ヲ
致
シ
変
質
ア
ル
モ
ノ
ニ
ハ
（
之
ナ
ク
モ
弱
年
一
一
シ
テ
手
淫
過
度
ナ
ル
モ
ノ
ニ
○
原
発
性
進
行
性
療
狂
ヲ
発
シ
其
初
期
又
〈
経
過
中
時
煮

幻
覚
性
譜
妄
症
。
暴
動
発
作
。
原
発
譜
妄
。
緊
張
狂
証
状
。
躁
狂
状
興
奮
ニ
シ
テ
衝
動
性
挙
動
ア
ル
モ
ノ
。
等
ヲ
発
ス
ル
コ
ト
ア
リ
此
ノ
如
キ

モ
ノ
｜
ス
又
早
ク
ョ
リ
惇
徳
狂
（
道
徳
及
上
審
美
ノ
感
覚
脱
失
シ
汚
職
嘔
セ
ン
許
ノ
事
ヲ
好
ム
ァ
リ
）
。
感
情
欠
乏
。
意
志
欠
乏
。
ア
リ
テ
遂

二
重
症
療
狂
一
一
転
帰
ス
ル
ァ
リ
其
他
充
分
二
変
質
性
ナ
ル
ハ
偏
執
狂
ノ
ー
定
種
。
強
迫
観
念
狂
ノ
ー
定
種
。
ナ
リ
」
。

「
淫
荒
精
神
病
二
通
有
ノ
臨
躰
上
証
状
〈
神
経
衰
弱
ノ
症
。
嫌
悪
性
幻
臭
。
（
糞
臭
。
屍
臭
・
）
幻
聴
。
弱
視
。
目
光
憎
鈍
。
層
色
蒼
白
。
疑

曜
ニ
シ
テ
自
盗
。
等
ニ
シ
テ
癩
澗
症
状
緊
張
症
状
モ
稀
ナ
ラ
ズ
」
。

「
淫
事
禁
断
モ
亦
神
経
病
精
神
病
ノ
原
因
ダ
ル
事
ア
リ
神
経
病
性
素
質
ア
ル
者
ト
淫
欲
情
火
ノ
極
メ
テ
劇
キ
者
ト
ー
然
リ
〔
中
略
〕
絶
欲
ノ
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結
果
此
ノ
如
キ
ー
至
ル
ハ
神
経
病
性
体
質
ア
ル
モ
ノ
（
殊
一
一
女
子
）
二
見
ル
所
一
一
シ
テ
強
制
禁
断
ノ
重
症
脳
髄
衰
弱
症
ヲ
来
ス
ハ
猶
ホ
手
淫
ノ

之
ヲ
致
ス
カ
如
ク
〔
後
略
〕
」
な
ど
か
か
れ
て
い
る
。

こ
の
記
載
に
よ
っ
て
、
淫
事
に
関
す
る
精
神
病
が
当
時
ど
の
よ
う
に
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
た
か
、
わ
か
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
こ
こ
に
染
る

「
手
淫
精
神
病
」
は
疾
患
単
位
で
は
な
く
、
手
淫
を
誘
因
と
す
る
精
神
病
の
意
で
あ
る
こ
と
は
、
分
類
の
部
分
を
み
れ
ば
察
し
ら
れ
る
。

さ
か
え

④
門
脇
真
枝
『
精
神
病
学
』
、
一
九
○
二
年
。
手
淫
過
荒
は
「
不
幸
に
し
て
遺
伝
の
如
き
病
理
的
素
累
を
有
せ
る
も
の
な
ら
む
に
は
こ
Ｌ

に
重
症
精
神
的
禍
害
を
及
ぼ
す
も
の
な
り
、
所
謂
破
瓜
狂
を
発
生
す
る
な
り
」
と
簡
単
に
か
く
。

⑤
後
藤
省
吾
『
脳
、
神
経
衰
弱
療
法
』
、
一
九
○
五
年
。
神
経
衰
弱
症
八
二
八
名
で
原
因
と
し
て
手
淫
が
六
○
名
、
色
荒
が
一
三
名
、
色

情
禁
断
が
八
名
に
承
ら
れ
た
と
い
う
ヘ
ッ
ス
リ
ン
の
報
告
を
引
用
し
、
ま
た
東
京
脳
病
院
で
自
分
が
診
療
し
た
神
経
衰
弱
症
の
七
八
五
名
で
は

手
淫
お
よ
び
房
事
が
ち
か
い
主
因
で
あ
っ
た
も
の
が
四
六
名
い
た
、
と
い
う
。
色
欲
禁
断
に
つ
い
て
は
有
害
、
無
害
の
両
説
が
あ
る
。
交
購
過

度
は
真
の
原
因
と
は
な
ら
な
い
、
交
購
中
止
お
よ
び
そ
の
故
意
の
延
長
は
原
因
と
な
る
、
と
説
明
し
、
「
手
淫
は
害
を
及
ぼ
す
甚
だ
大
也
、
一

は
直
接
に
神
経
中
枢
を
刺
戟
し
一
は
精
神
的
に
手
淫
の
害
を
憂
慮
し
て
不
快
の
生
活
を
為
し
遂
に
本
症
に
陥
る
」
と
す
る
。

⑥
石
田
昇
『
新
撰
精
神
病
学
』
、
一
九
○
六
年
、
一
九
○
八
年
第
三
版
。
「
先
づ
青
年
罪
悪
と
称
せ
ら
る
異
手
淫
は
頻
繁
な
る
神
経
系
の
強

度
な
る
興
奮
に
よ
り
て
其
刺
戟
性
を
加
へ
、
且
つ
其
抵
抗
力
を
減
殺
せ
し
む
る
を
以
て
極
め
て
有
害
な
り
。
」

⑦
荒
木
蒼
太
郎
『
精
神
病
理
沐
釈
』
、
一
九
○
六
年
。
同
著
者
『
精
神
病
学
枢
機
』
、
一
九
二
年
、
一
九
一
七
年
第
二
版
。
と
も
に
、
狂

疾
原
因
と
し
て
男
女
性
に
ふ
れ
る
な
か
で
、
「
男
子
〈
婦
人
ヨ
リ
モ
発
狂
ス
ル
コ
ト
多
キ
ヵ
如
シ
・
蓋
シ
発
狂
原
因
ダ
ル
。
生
存
競
争
、
酒
荒
、

色
荒
、
徽
毒
等
〈
主
二
男
子
一
一
作
用
シ
・
」
と
か
く
。

⑧
三
宅
鑛
一
・
松
本
高
三
郎
『
精
神
病
診
断
及
治
療
学
』
、
一
九
○
八
年
、
一
九
一
五
年
第
四
版
。
原
因
通
論
を
か
く
。

⑨
石
川
貞
吉
『
神
経
衰
弱
及
其
療
法
』
、
一
九
一
二
年
。
「
其
他
神
経
衰
弱
ノ
原
因
ハ
房
事
過
度
殊
一
一
手
淫
是
ナ
リ
。
此
際
一
ス
直
接
神
経

中
枢
ヲ
疲
労
セ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
種
を
ナ
ル
附
帯
事
情
ガ
与
リ
テ
発
病
ヲ
助
ク
〔
中
略
〕
特
一
一
青
年
ノ
手
淫
者
二
於
テ
ハ
往
々
ニ
シ
テ
手
淫
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が
あ
っ
て
も
一
時
的
。

⑯
杉
田
直
樹
詞

⑰
村
松
常
雄
屋

⑪
呉
秀
三
『
精
神
病
学
集
要
』
前
篇
（
増
訂
第
二
版
）
、
一
九
一
六
年
。
こ
こ
で
の
記
載
内
容
は
、
初
版
の
③
と
同
様
の
論
旨
で
あ
る
。

⑫
齋
藤
紀
一
『
神
経
衰
弱
の
治
療
及
健
脳
法
』
、
一
九
一
六
年
。
「
荒
淫
、
手
淫
の
濫
行
に
至
り
て
は
、
其
の
害
激
烈
に
し
て
、
神
経
衰
弱

原
因
中
の
原
因
と
云
は
れ
て
居
る
」
と
す
る
。
齋
藤
が
神
経
衰
弱
患
者
六
八
九
名
に
つ
き
、
原
因
あ
る
い
は
誘
因
を
し
ら
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、

「
生
殖
器
（
手
淫
及
房
事
過
度
）
」
に
因
し
た
の
は
三
九
名
で
あ
っ
た
。

⑬
下
田
光
造
・
杉
田
直
樹
『
最
新
精
神
病
学
』
、
一
九
二
二
年
。
原
因
通
論
な
し
。

⑭
杉
江
董
『
犯
罪
精
神
病
学
概
論
』
、
一
九
二
四
年
。
精
神
病
一
般
の
原
因
を
論
じ
て
い
る
な
か
で
、
「
手
淫
及
荒
淫
は
性
を
精
神
病
の
原

因
と
な
る
場
合
あ
る
も
、
或
は
又
之
等
は
却
て
既
に
発
生
せ
る
精
神
病
の
一
症
候
と
し
て
見
る
べ
き
場
合
も
多
し
」
と
か
い
て
い
る
。

⑮
植
松
七
九
郎
『
ノ
イ
ラ
ス
テ
ニ
ァ
・
セ
ク
シ
ュ
ァ
ー
リ
ス
』
、
一
九
二
五
年
。
生
殖
器
性
神
経
衰
弱
と
は
神
経
衰
弱
患
者
が
生
殖
器
障

害
を
う
っ
た
え
る
も
の
を
い
う
。
手
淫
は
動
物
に
も
承
ら
れ
る
も
の
で
、
手
淫
が
神
経
衰
弱
の
直
接
原
因
か
ど
う
か
は
疑
問
、
性
交
禁
断
は
害

⑰
村
松
害

の
ほ
う
が
大
。

れ
な
い
、
却
っ
て
、
｝

の
原
因
と
は
な
ら
ぬ
」

其
者
ヨ
リ
ハ
罪
悪
ノ
観
念
ト
害
ノ
恐
怖
ト
ヵ
不
絶
脳
ヲ
労
ス
ル
ガ
故
二
其
主
原
因
ヲ
ナ
ス
」
と
し
、
害
の
恐
怖
の
も
と
と
し
て
通
俗
書
を
指
摘

し
て
い
る
。

⑱
三
宅
鑛
一
『
精
神
病
学
提
要
』
、
一
九
三
二
年
、
一
九
四
○
年
第
四
版
。
原
因
通
論
を
か
く
。

た
だ
す

⑩
杉
江
董
『
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
研
究
と
其
療
法
』
、
一
九
一
五
年
。
「
手
淫
及
荒
淫
に
よ
っ
て
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
が
起
る
と
云
ふ
こ
と
は
信
ぜ
ら

な
い
、
却
っ
て
、
こ
れ
等
は
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
病
状
と
し
て
現
れ
て
来
る
様
な
こ
と
が
多
い
、
反
対
に
、
淫
事
禁
断
も
、
決
し
て
ヒ
ス
テ
リ
ー

『
小
精
神
病
学
』
、
一
九
二
八
年
、
一
九
三
七
年
第
九
版
。
原
因
通
論
を
か
く
。

『
精
神
衛
生
』
（
横
手
社
会
衛
生
叢
書
）
、
一
九
三
○
年
。
荒
淫
・
手
淫
な
ど
は
直
接
の
害
よ
り
も
、
苦
悩
煩
悶
の
た
め
の
害

と
か
い
て
い
る
。
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上
記
の
も
の
は
戦
前
の
精
神
病
学
教
科
書
の
ほ
と
ん
ど
を
ふ
く
む
。
こ
こ
に
あ
げ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
、
手
淫
あ
る
い
は
淫
荒
の
害
の
強
調
が

次
第
に
よ
わ
ま
り
、
ま
た
手
淫
の
害
と
い
っ
て
も
、
直
接
の
害
よ
り
は
、
そ
れ
を
や
め
ら
れ
な
い
悩
み
・
害
に
つ
い
て
の
心
配
を
強
調
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

①
山
本
宗
一
「
手
淫
偏
執
狂
二
就
テ
」
、
中
外
医
事
新
報
、
一
八
九
七
年
。
発
表
の
直
前
ま
で
東
京
府
巣
鴨
病
院
医
員
兼
帝
国
大
学
医
科

大
学
助
手
で
あ
っ
た
山
本
は
、
「
手
淫
ト
精
神
病
ト
ノ
関
係
二
就
テ
ハ
近
代
二
至
リ
テ
大
一
一
其
光
明
ヲ
見
〈
シ
就
中
手
淫
は
精
神
病
ノ
原
因
的

要
素
ト
シ
テ
著
シ
キ
影
響
ア
ル
ヲ
認
ム
ル
ニ
至
し
り
」
と
し
、
手
淫
は
精
神
病
の
素
因
を
な
し
、
そ
の
誘
因
を
な
し
、
ま
た
そ
の
症
候
と
し
て

く
る
、
と
の
べ
る
。
巣
鴨
病
院
の
一
八
八
八
’
九
六
年
退
院
患
者
総
数
中
で
手
淫
が
精
神
病
の
誘
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
二
名
、
目
下
在
院

中
の
も
の
で
は
四
名
、
計
六
名
で
あ
る
。
こ
の
な
か
か
ら
手
淫
偏
執
狂
の
実
験
例
と
し
て
三
例
を
あ
げ
て
い
る
。
一
四
歳
で
手
淫
を
し
っ
て
い

ま
も
や
め
ら
れ
ず
に
い
る
男
で
、
迫
害
妄
想
に
幻
聴
も
く
わ
わ
り
、
催
眠
術
で
手
淫
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
妄
想
す
る
に
い
た
っ
た
例
、
一
三
歳

で
手
淫
を
は
じ
め
幻
覚
妄
想
状
態
に
な
っ
た
男
の
例
、
一
六
歳
か
ら
手
淫
を
し
り
被
害
妄
想
、
精
液
の
幻
嗅
、
幻
聴
を
生
ず
る
に
い
た
り
、
自

中
三
九
名
染
い
だ
し
て
い
た
。

四
実
証
的
研
究

と
も
か
く
も
あ
る
時
期
に
は
精
神
病
の
原
因
と
し
て
手
淫
・
淫
荒
が
強
調
は
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
点
の
実
証
的
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ

な
か
っ
た
。
い
ま
み
た
よ
う
に
神
経
衰
弱
患
者
で
手
淫
・
淫
荒
が
原
因
と
み
ら
れ
る
も
の
を
後
藤
は
七
八
五
名
中
四
六
名
、
齋
藤
は
六
八
九
名

⑲
三
宅
鑛
一
『
精
神
病
華

⑳
杉
田
直
樹
『
神
経
衰
幸

に
、
「
妬
性
的
放
建
生
活
・

で
は
淫
事
に
ふ
れ
て
い
な
い
。

三
宅
鑛
一
『
精
神
病
論
』
（
日
本
内
科
全
書
）
、
一
九
三
四
年
。
原
因
通
論
は
簡
単
で
、
淫
事
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

杉
田
直
樹
『
神
経
衰
弱
症
』
、
一
九
三
四
年
。
オ
。
ヘ
ン
ハ
イ
ム
（
○
弓
目
胃
冒
）
に
し
た
が
い
原
因
一
八
項
目
を
列
挙
し
て
い
る
な
か

型
性
的
放
建
生
活
・
手
淫
・
性
交
中
絶
〔
中
略
〕
等
」
を
あ
げ
た
の
ち
に
、
著
者
な
り
に
原
因
を
四
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
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ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
Ｉ
ア
メ
リ
カ
世
界
に
お
け
る
性
の
社
会
史
と
い
っ
た
も
の
を
概
観
す
る
の
は
容
易
な
ら
ぬ
業
で
あ
る
。
こ
の
概
観
に
よ
い
ミ
シ

（
八
）

エ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（
冒
甘
号
①
』
３
口
８
巳
庁
）
の
著
書
の
訳
『
性
の
歴
史
』
（
一
九
八
六
、
八
七
年
）
お
よ
び
ジ
ャ
ン
Ⅱ
ル
イ
・
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
Ｑ
①
画
ロ
ー

（
九
）

冒
昌
吻
国
餌
昌
鳥
目
）
の
著
書
の
訳
『
性
の
歴
史
』
（
一
九
八
七
年
）
が
最
近
で
て
い
る
。
こ
こ
に
と
り
あ
げ
て
い
る
主
題
に
か
ぎ
っ
て
は
、
Ｅ
・

〃
（
一
○
）

Ｈ
・
ヘ
ア
Ｓ
・
閏
．
西
目
の
）
の
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
性
狂
気
に
つ
い
て
の
歴
史
的
総
説
（
一
九
六
二
年
）
が
あ
る
。
主
と
し
て
こ
れ
ら
に
よ
っ
て

性
交
を
中
絶
し
て
精
を
地
に
も
ら
し
た
オ
ナ
ン
は
神
の
怒
り
を
か
つ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
性
は
生
殖
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
う
ぜ

ん
、
生
殖
の
た
め
で
な
く
性
的
快
楽
を
も
と
め
る
こ
と
は
罪
悪
で
あ
り
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
は
そ
の
代
表
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ガ
レ
ノ
ス
説

ぷ
て
い
こ
う
。

分
の
淫
行
が
非
難
さ
れ
て
い
る
と
い
う
男
の
例
で
、
今
日
の
目
か
ら
す
れ
ば
、
あ
り
ふ
れ
た
幻
覚
妄
想
状
態
の
分
裂
病
例
で
あ
る
。

②
「
東
京
府
立
松
沢
病
院
統
計
」
、
「
呉
教
授
莅
職
二
十
五
年
記
念
文
集
』
第
弐
輯
・
第
参
輯
・
第
四
輯
、
一
九
二
八
年
。
東
京
府
巣
鴨
病

院
ｌ
松
沢
病
院
の
統
計
で
は
、
誘
因
と
し
て
精
神
誘
因
二
、
身
体
誘
因
一
二
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
手
淫
、
淫
荒
は
い
れ
ら
れ
て

い
な
い
。
ま
た
「
退
院
者
ノ
病
症
ト
入
院
前
二
於
ケ
ル
法
律
上
又
〈
徳
義
上
違
犯
挙
動
」
の
統
計
で
は
、
一
九
○
二
’
二
一
年
の
退
院
者
三
八

七
六
名
（
男
二
四
一
三
、
女
一
四
五
四
）
中
で
、
無
銭
遊
蕩
・
殴
打
・
手
淫
の
あ
っ
た
者
が
男
六
名
（
○
・
二
四
％
）
、
女
二
名
（
○
・
二
一

％
）
、
ま
た
荒
淫
・
罵
言
・
性
欲
冗
進
の
あ
っ
た
者
は
男
四
名
（
○
・
一
六
％
）
、
女
一
名
（
○
・
○
六
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
分
類
項
目
は
こ
の

と
お
り
で
、
淫
事
関
連
だ
け
を
わ
け
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
白
、
四
の
部
分
に
あ
げ
た
資
料
か
ら
す
る
と
、
日
本
で
は
、
淫
事
が
精
神
病
の
原
因
と
な
る
と
い
う
外
国
の
学
説
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
う

け
と
っ
て
学
問
的
に
紹
介
は
し
た
。
だ
が
、
こ
の
点
を
実
証
的
に
検
証
し
よ
う
と
は
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
淫
事
原
因
説
の
源
と
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
学
説
の
変
遷
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ニ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
で
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に
よ
れ
ば
、
性
交
の
さ
い
に
は
男
女
と
も
に
精
液
を
放
出
し
て
快
感
を
お
ぼ
え
、
そ
し
て
男
女
双
方
の
精
液
の
混
合
に
よ
っ
て
受
胎
が
お
こ
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
女
が
オ
ー
ガ
ズ
ム
に
達
し
な
い
う
ち
に
男
が
射
精
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
女
が
マ
ス
タ
、
ヘ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
精

液
放
出
の
状
態
（
オ
ー
ガ
ズ
ム
）
に
い
た
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
肯
定
的
な
意
見
が
つ
よ
か
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
が
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
（
右
記
特
殊
例
で
な
い
一
般
の
）
に
否
定
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
マ
ス
タ
尋
へ
イ
シ
ョ
ン
は
ひ

ろ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
ろ
う
し
、
告
解
で
は
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
こ
ま
か
く
き
か
れ
た
が
、
そ
の
罪
は
俗
界
人
に
と
っ
て
は
実
際

上
か
る
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
中
世
に
す
で
に
告
解
の
過
程
の
な
か
で
、
マ
ス
タ
。
ヘ
イ
シ
ョ
ン
は
言
説
化
さ
れ
て
い
た
。
で

は
、
近
代
に
い
た
っ
て
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
は
ふ
え
た
ろ
う
か
。
性
病
、
こ
と
に
梅
毒
の
流
行
、
産
業
社
会
化
に
よ
る
都
市
へ
の
人
口
移
動
、

と
く
に
農
村
部
で
比
較
的
自
由
だ
っ
た
婚
姻
前
性
関
係
へ
の
抑
圧
、
と
く
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
承
ら
れ
た
晩
婚
化
な
ど
が
、
マ
ス
タ
、
、
ヘ
イ
シ
ョ

「
オ
ム
ネ
・
ア
｜
ニ
ル
・
ポ
ス
ト
・
コ
イ
ト
ゥ
ム
・
ト
リ
ス
テ
」
（
い
け
る
も
の
な
く
て
、
つ
が
い
て
の
ち
に
、
か
な
し
）
と
い
う
諺
が
あ

る
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
頃
か
ら
医
師
た
ち
が
、
過
度
の
性
行
為
は
健
康
に
有
害
だ
と
信
じ
て
い
た
の
は
、
く
り
か
え
し
て
の
性
行
為
の
の
ち
に

お
お
く
眠
け
．
だ
る
さ
が
く
る
と
い
う
事
実
か
ら
の
想
定
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
は
そ
の
『
医
学
指
針
』
（
一
七
○
八
年
）
に
、

「
浪
費
的
精
液
放
出
は
、
だ
る
さ
、
虚
弱
、
運
動
気
力
不
全
、
痙
蘂
、
や
せ
、
感
覚
（
な
か
で
も
視
覚
）
の
鈍
麻
を
と
も
な
う
脳
膜
の
熱
お
よ

び
痛
み
、
脊
髄
鍔
、
愚
鈍
お
よ
び
類
似
の
変
調
を
お
こ
す
」
と
か
い
て
い
る
と
い
う
。
当
時
ま
で
過
淫
の
害
は
と
か
れ
て
も
、
と
く
に
マ
ス
タ

ベ
イ
シ
ョ
ン
の
害
が
医
学
的
に
と
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
非
国
教
徒
神
学
者
ハ
ク
ス
タ
（
閤
○
冨
己
罵
閏
①
萄
一
六
一
五
’

九
一
）
の
よ
う
に
、
精
神
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
「
ゑ
ず
か
ら
積
極
的
に
自
濱
し
て
、
サ
タ
ン
を
一
度
空
想
の
な
か
に
い
れ
て
し
ま
う
こ

（
一
一
）

と
」
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
と
と
く
人
も
い
た
が
、
こ
う
い
っ
た
説
は
医
学
面
に
は
お
お
き
な
影
響
は
お
よ
ぼ
さ
ず
に
い
た
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
一
八
世
紀
に
な
る
と
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
の
害
が
強
調
さ
れ
だ
し
、
性
の
倒
錯
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
同
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
フ
ー
コ
ー
は
こ
の
過
程
を
、
「
性
に
関
す
る
言
説
の
医
学
化
」
、
さ
ら
に
は
「
精
神
医
学
化
」
、
と
規
定
す
る
。

ン
を
よ
り
普
及
さ
せ
た
ろ
う
と
さ
れ
る
。
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マ
ス
タ
等
へ
イ
シ
ョ
ン
有
害
論
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
七
一
六
年
か
一
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
初
版
が
で
た
と
推
定
さ
れ
る
『
オ
ナ
’
一

ア
』
（
○
昌
秒
自
首
○
吋
・
号
①
西
⑦
旨
○
扇
段
邑
具
幣
帛
弓
昌
昌
一
Ｏ
目
》
秒
目
Ｑ
豐
旨
卑
狩
胃
昏
］
○
○
易
且
目
①
回
８
ｍ
（
旨
ｇ
吾
吻
①
×
⑦
、
）
８
易
箆
９
ぃ
ｅ
で

あ
る
。
無
名
の
著
者
は
、
牧
師
か
ら
い
か
さ
ま
医
師
に
転
じ
た
人
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
本
は
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
の
害
よ
り
は
罪
を
強
調
す

る
も
の
だ
っ
た
が
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
を
す
る
人
を
ま
ち
う
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
な
か
に
は
、
か
る
い
狂
気
や
て
ん
か
ん
が
あ
げ
ら
れ

て
い
た
。
こ
の
本
は
一
七
三
○
年
に
は
一
五
版
に
達
し
、
著
者
が
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
お
よ
び
自
濱
（
鼬
冨
盲
唖
①
）
の
同
義
語
と
し
て
も
ち
い

た
「
オ
ナ
ニ
ズ
ム
」
の
語
を
流
布
さ
せ
た
。

こ
れ
を
う
け
つ
ぎ
発
展
さ
せ
た
の
が
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
臨
床
医
で
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ハ
レ
ル
の
親
友
で
も
あ
っ
た
テ
ィ
ソ
ー

（
盟
昌
。
目
曾
己
尿
貝
協
。
骨
一
七
二
八
’
九
七
）
で
あ
る
。
か
れ
の
著
『
オ
ナ
ニ
ズ
ム
』
（
己
。
目
昌
嘩
日
の
，
目
吻
唾
曾
国
営
。
冨
唾
胃
冨
日
鳥
島
①
の

胃
○
曾
胃
唖
冒
尉
厨
冒
画
の
冒
号
目
。
回
一
七
五
八
年
）
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
過
度
の
性
行
為
、
こ
と
に
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
は
身
心
両
面
に

き
わ
め
て
多
数
の
重
大
疾
患
を
お
こ
す
、
と
と
く
。
身
体
面
で
は
、
精
液
損
失
か
ら
お
こ
る
全
般
的
衰
弱
は
、
肺
跨
、
視
力
荒
廃
、
‐
消
耗
、
変

調
、
イ
ン
ポ
テ
ン
ス
な
ど
を
ひ
き
お
こ
す
。
神
経
系
へ
の
影
響
は
さ
ら
に
お
お
き
く
、
脳
へ
の
血
流
が
ま
し
て
神
経
を
ひ
き
の
ば
し
て
、
よ
わ

さ
、
メ
ラ
ン
コ
リ
、
カ
タ
レ
プ
シ
、
痴
愚
、
感
覚
喪
失
な
ど
、
脳
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
変
調
を
ひ
き
お
こ
す
の
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
か
ぞ
え

（
一
一
一
）

き
れ
ぬ
ほ
ど
に
版
を
か
さ
ね
、
ま
た
医
学
界
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
と
い
う
。

一
九
世
紀
初
頭
に
は
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
の
害
は
全
身
的
な
も
の
と
は
承
な
さ
れ
ず
、
精
神
・
神
経
の
面
に
収
敏
さ
れ
て
く
る
。
近
代
精
神

病
学
の
創
始
者
ピ
ネ
ル
（
里
罠
弓
の
国
昌
の
』
一
七
四
五
’
一
八
二
六
）
は
精
神
疾
患
の
原
因
と
し
て
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
は
と
り
あ
げ
な

か
っ
た
。
マ
ス
タ
曇
へ
イ
シ
ョ
ン
を
精
神
疾
患
の
原
因
と
し
て
明
記
し
て
い
る
こ
と
を
ヘ
ア
が
み
い
だ
し
た
最
初
の
も
の
は
、
独
立
宣
言
署
名
者

の
一
人
で
合
州
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
大
学
教
授
で
あ
っ
た
ラ
シ
日
の
昌
脚
目
目
”
屋
号
一
七
四
五
’
一
八
一
三
）
の
著
書
（
冒
の
ｇ
ｏ
巳

冒
名
薗
①
吻
画
且
○
宮
①
再
ぐ
昌
○
易
息
・
ロ
自
切
①
画
”
①
唖
。
鷺
胃
冒
甘
Ｑ
一
八
一
二
年
）
で
あ
っ
た
。
ラ
シ
は
、
全
身
と
と
も
に
脳
に
作
用
し
て
狂

気
を
お
こ
す
原
因
の
一
つ
と
し
て
オ
ナ
ニ
ズ
ム
を
あ
げ
、
ま
た
「
性
欲
の
病
的
状
態
に
つ
い
て
」
の
章
で
は
、
オ
ナ
’
一
ズ
ム
に
よ
っ
て
「
精
液
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そ
し
て
、
ピ
ネ
ル
を
つ
い
だ
エ
ス
キ
ロ
ー
ル
Ｇ
８
目
駒
鳥
ｐ
ｐ
ｏ
ｂ
○
日
目
名
句
屏
名
一
局
。
旨
一
七
七
二
’
一
八
四
○
）
は
一
八
一
六
年
に
、

「
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
は
す
べ
て
の
国
で
狂
気
の
あ
り
ふ
れ
た
原
因
で
あ
る
と
み
と
め
ら
れ
て
い
る
」
と
か
く
に
い
た
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
科
学

的
精
神
病
学
の
祖
と
い
う
べ
き
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
（
冬
号
①
冒
厚
爾
旨
鴨
『
一
八
一
七
’
六
八
）
は
そ
の
教
科
書
（
顧
昏
。
］
・
腎
巨
且
弓
胃
‐

国
巨
の
号
周
界
胃
ぽ
い
８
①
旨
宍
園
巳
降
の
胃
昌
一
八
四
五
年
）
で
、
オ
ナ
ニ
ー
は
「
狂
気
の
重
要
で
、
よ
く
あ
る
原
因
」
で
あ
る
、
と
言
明
す
る

と
と
も
に
、
オ
ナ
ニ
ー
の
直
接
の
身
体
的
影
響
よ
り
も
お
お
き
い
の
は
、
欲
望
に
ま
け
て
し
ま
う
恥
じ
と
失
望
と
で
あ
る
、
ま
た
狂
気
の
初
期

に
承
ら
れ
る
性
的
興
奮
は
病
い
の
原
因
で
な
く
て
症
状
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

精
神
科
病
院
の
統
計
に
も
「
オ
ナ
ニ
ー
に
よ
る
（
の
ｘ
・
昌
脚
昌
凹
）
」
の
項
が
つ
く
ら
れ
た
。
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
る
狂
気
と
さ
れ
る
率

は
、
男
の
入
院
患
者
で
二
・
五
’
一
三
・
○
％
、
女
で
は
二
・
○
’
八
・
三
％
と
い
っ
た
数
字
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

次
第
に
痴
呆
に
む
か
っ
て
い
く
特
異
的
な
弓
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
性
狂
気
」
が
存
在
す
る
と
一
八
六
八
年
に
い
い
だ
し
た
の
は
、
ス
コ
ト
ラ

ン
ド
の
医
師
ス
ヶ
ー
ｅ
画
く
匙
努
鋤
の
こ
の
名
は
一
般
の
精
神
病
学
史
に
は
登
場
し
な
い
）
で
あ
る
。
か
れ
の
意
見
は
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ

リ
カ
に
ひ
ろ
が
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
精
神
病
学
の
近
代
化
に
お
お
き
く
貢
献
し
た
モ
ー
ヅ
レ
ー
（
国
ｇ
暑
冨
画
呂
匙
①
く
一
八
三
五
’
一
九
一
八
）

が
、
精
神
病
の
原
因
と
し
て
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
説
を
つ
よ
く
支
持
し
て
い
た
の
は
『
精
神
病
約
説
』
に
ゑ
た
と
お
り
で
あ
る
。
か
れ
の
主
著

『
心
の
生
理
学
お
よ
び
病
理
学
』
（
目
昏
①
厚
嵐
。
』
ｏ
喝
斡
昌
顧
号
。
胃
。
喝
。
崗
巨
旨
ら
は
一
八
六
七
年
に
初
版
を
だ
し
、
つ
づ
い
て
一
八
七
六

年
に
そ
の
前
半
が
『
心
の
生
理
学
』
の
題
で
、
後
半
が
一
八
七
九
年
に
『
心
の
病
理
学
』
の
題
で
だ
さ
れ
た
。
『
心
の
病
理
学
』
一
八
七
九

年
版
に
は
「
自
濱
の
狂
気
」
（
旨
闇
冒
辱
。
房
の
需
騨
９
ｍ
①
）
の
項
目
が
あ
っ
た
。
か
れ
が
の
ち
に
は
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
を
精
神
病
の
原
因
と
し

て
絶
対
視
し
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
「
心
の
病
理
学
』
の
新
版
（
一
八
九
五
年
）
で
は
、
お
な
じ
項
目
の
題
が
「
狂
気
と
自
濱
（
胃
目
辱
四
目

ギ
ア
、
痴
呆
』

介
し
て
い
る
。

の
虚
弱
、
イ
ン
ポ
テ
ン
ス
、
排
尿
変
調
、
脊
髄
癖
、
肺
湧
、
消
化
不
良
、
し
ぶ
り
目
、
め
ま
い
、
て
ん
か
ん
、
心
気
症
、
記
憶
喪
失
、
マ
ナ
ル

ギ
ァ
、
痴
呆
お
よ
び
死
」
が
お
こ
る
と
か
き
、
オ
ナ
ニ
ズ
ム
の
害
に
な
や
む
人
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
人
を
治
療
し
て
い
る
医
師
の
手
記
を
紹
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、
①
需
号
扇
①
ピ
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

ア
メ
リ
カ
大
陸
で
特
殊
な
ヨ
ス
タ
録
へ
イ
シ
ョ
ン
性
狂
気
（
昌
騨
切
目
司
冨
胃
冒
画
昌
く
》
目
”
、
日
号
昌
○
口
“
匡
口
闇
旨
ご
）
」
の
存
在
を
一
八
八
七
年

に
つ
よ
く
主
張
し
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
科
大
学
で
神
経
系
解
剖
学
・
生
理
学
の
教
授
で
あ
っ
ス
ピ
ッ
ヵ
筒
口
君
四
ａ
ｏ
冒
号
唖
留
冒
百

一
八
五
二
’
一
九
一
四
）
で
、
か
れ
お
よ
び
そ
の
学
説
の
後
継
者
が
記
載
し
た
コ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
性
狂
気
（
一
般
に
は
冒
四
吻
冒
獄
冨
８
暑

（
一
二
一
）

冒
脚
目
く
）
」
は
、
破
瓜
病
型
分
裂
病
に
ほ
ぼ
相
当
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
者
の
人
格
特
徴
が
探
究
さ
れ
記
載
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
分
裂
病
質
に
ち
か
い
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
「
マ
ス
タ
・
ヘ
イ
シ
ョ
ン
性
狂
気
」
お
よ
び
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
者
の
人
格
特
徴
は
か
な
り
的
確
に
記
載
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ

ら
が
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
と
一
面
的
に
む
す
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、
あ
や
ま
っ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ

マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
が
狂
気
や
て
ん
か
ん
を
ひ
き
お
こ
す
と
の
考
え
は
、
一
九
世
紀
の
最
後
の
一
五
年
間
に
急
速
に
お
と
ろ
え
た
。
そ
れ

は
、
モ
ー
ヅ
レ
ー
の
著
書
に
お
け
る
項
目
名
の
変
化
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。
現
代
精
神
医
学
の
体
系
を
つ
く
っ
た
ド
イ
ツ
の
ク
レ
ペ
リ
ン

負
目
｝
侭
国
の
も
③
旨
一
八
五
六
’
一
九
二
六
）
が
、
そ
の
教
科
書
の
第
五
版
（
湧
く
ｇ
曾
凰
①
一
八
九
六
年
）
で
、
早
発
性
痴
呆
が
「
オ
ナ

ニ
ー
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
」
と
の
べ
た
こ
と
が
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
性
精
神
病
説
に
終
止
符
を
う
っ
た
。

こ
れ
に
か
わ
っ
て
、
マ
ス
タ
零
ヘ
イ
シ
ョ
ン
が
神
経
症
を
ひ
き
お
こ
す
と
の
学
説
が
で
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
精
神
病
学
者
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
フ

ト
Ⅲ
エ
ピ
ン
グ
（
国
。
富
己
蜀
鼠
彦
の
弓
ぐ
。
昌
〆
日
露
‐
厚
』
畠
一
八
四
○
’
一
九
○
二
）
、
ド
イ
ツ
の
神
経
学
者
エ
ル
。
フ
（
乏
農
の
冒
国
の
旨
骨
彦

固
号
一
八
四
○
’
一
九
一
二
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ー
の
精
神
分
析
学
者
の
フ
ロ
イ
ト
（
涛
冒
目
Ｑ
厚
の
且
一
八
五
六
’
一
九
三
九
）
な
ど
が

こ
れ
を
主
張
し
た
。
こ
の
学
説
が
終
末
を
む
か
え
る
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
有
害
」
な
マ
ス
タ
尋
へ
イ
シ
ョ
ン
に
た
い
し
て
は
、
と
う
ぜ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
予
防
法
が
提
唱
さ
れ
た
。
寄
宿
舎
で
手
を
毛
布

な
ど
の
う
え
に
だ
し
て
ね
さ
せ
る
、
ズ
ボ
ン
に
ポ
ケ
ッ
ト
を
つ
く
ら
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
ク
リ
ト
リ
ス
切
除
、
去
勢
な
ど
ま
で
も
こ

ヲ

Q
O
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で
は
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
が
精
神
疾
患
の
原
因
で
あ
る
と
の
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
仮
説
の
興
亡
は
な
に
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
。

マ
ス
タ
尋
ヘ
ィ
シ
ョ
ン
仮
説
が
で
て
き
た
理
由
と
し
て
ヘ
ア
は
、
お
お
く
の
精
神
病
患
者
は
し
ば
し
ば
公
然
と
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
し
た
が
、
正

気
の
人
間
で
は
マ
ス
タ
ベ
ィ
シ
ョ
ン
の
行
為
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
ま
ず
い
う
。
だ
が
、
一
八
世
紀
の
終
わ

り
に
な
ぜ
こ
の
仮
説
が
ひ
ろ
く
う
け
い
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
狂
気
は
あ
し
き
霊
、
魔
術
に
よ
る
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
仮
説
が
通

用
し
な
く
な
っ
て
、
か
わ
る
仮
説
が
も
と
め
ら
れ
、
月
の
影
響
と
い
う
説
も
否
定
さ
れ
た
。
第
二
に
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
病
理
解
剖
学
の
進

歩
は
、
狂
気
の
原
因
は
身
体
的
な
も
の
に
あ
る
と
の
考
え
を
う
け
い
れ
や
す
く
し
た
。
第
三
に
、
一
八
世
紀
末
ま
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
精
神
病

患
者
を
収
容
す
る
癩
狂
院
が
一
般
的
に
な
っ
て
、
そ
の
な
か
で
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
と
狂
気
と
の
関
連
が
目
に
う
つ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ヘ
ア
は
指
摘
し
て
い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
が
、
罪
悪
と
さ
れ
る
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
を
一
挙
に
自
由
化
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ

（
一
四
）

ヨ
ン
は
神
学
の
対
象
か
ら
医
学
の
対
象
と
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
重
大
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
マ
ス
タ
ベ
ィ
シ
ョ
ン
仮
説
が
衰
退
し
た
理
由
と
し
て
、
ヘ
ア
は
つ
ぎ
の
点
を
あ
げ
て
い
る
。
第
一
は
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
は
狂

気
の
原
因
で
は
な
く
て
症
状
で
は
な
い
か
と
の
議
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
に
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
マ
ス
タ
ベ
イ

シ
ョ
ン
性
狂
気
は
破
瓜
病
と
区
別
で
き
な
か
っ
た
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
す
ぐ
な
い
女
も
同
様
に
破
瓜
病
に
な
っ
た
し
、
マ
ス
タ

等
ヘ
ィ
シ
ョ
ン
す
る
・
し
な
い
は
精
神
病
の
経
過
に
影
響
し
な
か
っ
た
。
第
二
の
も
っ
と
も
決
定
的
な
理
由
は
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
は
健
康
人

に
あ
り
ふ
れ
た
も
の
だ
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
一
八
七
○
年
ご
ろ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
り
あ
げ
ら
れ
だ
し
た
。
ヘ
ア
に
よ
る
と
、

『
オ
ナ
ニ
ァ
』
（
一
七
一
六
、
七
年
）
の
著
者
が
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
は
男
女
両
性
で
普
遍
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
て
し
ま
っ
て

い
た
が
、
の
ち
の
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
有
害
論
者
た
ち
は
、
こ
う
い
っ
た
事
実
を
懸
命
に
否
定
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ア
は
み
の
が
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
科
医
で
、
そ
の
生
物
学
的
研
究
に
お
い
て
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ナ
の
助
力
を
得
て
い
た
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
タ

Ｑ
ｏ
冒
出
巨
昌
９
一
七
二
八
’
一
七
九
三
）
は
『
性
病
の
研
究
』
Ｓ
弓
獄
①
昌
吻
。
。
昌
号
③
ぐ
の
旨
ｑ
８
｝
島
唖
３
ｍ
の
一
七
八
六
年
）
中
の
イ
ン
ポ

こ
ろ
桑
ら
れ
た
。
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点
で
も
あ
っ
た
）
。

ヘ
ア
は
さ
ら
に
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
仮
説
が
な
が
く
維
持
さ
れ
た
理
由
を
さ
ぐ
る
。
第
一
は
医
学
者
の
保
守
主
義
で
、
エ
ス
キ
ロ
ー
ル
、

グ
リ
ー
ジ
ン
ゲ
ル
、
モ
ー
ヅ
レ
ー
と
い
っ
た
権
威
者
が
支
持
し
た
説
を
批
判
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
ま
た
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
を
悪
で
あ
る

と
す
る
道
徳
と
真
理
と
を
混
同
し
た
。
第
二
は
懐
疑
論
の
欠
乏
で
、
医
学
で
は
ど
ん
な
仮
説
で
も
な
い
よ
り
は
ま
し
で
あ
り
、
ま
た
マ
ス
タ
ベ

イ
シ
ョ
ン
は
将
来
の
子
孫
を
あ
や
う
く
す
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
、
医
師
は
ゑ
ず
か
ら
を
文
明
の
保
護
者
で
あ
る
と
お
も
い
こ
ん
で
い
た
。
第

三
に
、
い
く
つ
か
の
医
学
的
証
明
と
お
も
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
か
な
り
の
患
者
が
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
し
て
い
る
こ
と
を
承
て
、
健
康
人

も
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
し
て
い
る
こ
と
を
か
ん
が
え
ず
に
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
が
狂
気
を
お
こ
す
と
お
も
い
こ
ん
だ
。
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
過

度
に
と
れ
ば
精
神
変
調
を
お
こ
す
し
、
そ
の
害
は
若
年
で
あ
る
ほ
ど
お
お
き
い
。
こ
れ
と
の
類
推
で
淫
事
の
害
、
マ
ス
タ
ベ
ィ
シ
ョ
ン
の
害
も

想
定
さ
れ
た
。
て
ん
か
ん
に
た
い
す
る
プ
ロ
ム
剤
の
効
果
は
、
ブ
ロ
ム
剤
に
よ
っ
て
イ
ン
ポ
テ
ン
ス
に
な
っ
て
マ
ス
タ
ベ
ィ
シ
ョ
ン
が
予
防
さ

れ
る
、
と
い
う
経
験
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
抑
う
つ
患
者
は
自
責
的
に
、
自
分
の
病
い
は
罪
ふ
か
い
行
為
（
マ
ス
タ
尋
へ
イ
シ
ョ
ン
）

の
た
め
と
象
と
め
た
。

（
一
五
）

テ
ン
ス
を
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
オ
ナ
ニ
ズ
ム
を
「
か
く
も
一
般
的
な
行
為
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
の
理
由
は
、
あ
る
患
者
が

マ
ス
タ
尋
へ
イ
シ
ョ
ン
を
し
た
か
・
し
な
か
っ
た
か
、
確
認
が
困
難
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
四
は
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
か
ら
狂
気
に
い
た
る

機
制
を
充
分
に
説
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
と
性
交
と
が
い
っ
た
い
ど
う
ち
が
う
の
か
（
こ
れ
は
相
川
喜
市
の
論

淫
事
に
つ
い
て
の
価
値
判
断
は
、
時
代
に
よ
り
社
会
に
よ
り
お
お
き
く
変
化
し
、
医
学
的
判
断
も
そ
れ
に
左
右
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
で
は

フ
ー
コ
ー
が
、
ア
ジ
ア
お
よ
び
古
代
ロ
ー
マ
の
文
明
は
ア
ル
ス
・
エ
ロ
チ
カ
を
も
っ
て
い
た
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
は
ア
ル
ス
・
エ
ロ
チ

カ
を
所
有
せ
ず
、
ス
キ
ェ
ン
チ
ァ
・
セ
ク
ス
ァ
リ
ス
を
実
践
し
て
い
る
、
と
の
べ
た
こ
と
は
興
味
ふ
か
い
。
ク
ラ
フ
ト
Ⅲ
エ
ビ
ン
グ
ー
か
れ

三
考
察
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日
本
で
マ
ス
タ
霧
へ
イ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
は
山
本
宣
治
（
一
八
八
九
’
一
九
二
九
）
が
は
じ
め
て
科
学
的
に
お
こ
な
っ
た
が
、
富

国
強
兵
ｌ
家
族
制
度
維
持
を
国
是
と
す
る
天
皇
制
国
家
で
は
、
性
に
つ
き
科
学
的
に
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
一
般
民
衆
の
も
の
と
す
る
こ
と
に

は
つ
よ
い
弾
圧
が
く
わ
え
ら
れ
た
。
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
無
害
説
が
は
っ
き
り
の
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
キ
ン
ゼ
イ
報
告
の
翻
訳
害

が
出
版
さ
れ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
有
害
説
が
決
し
て
き
え
さ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
わ
か
い
精
神
疾
患
患
者
の
不

安
な
訴
え
や
妄
想
の
内
容
に
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
そ
は
性
に
関
す
る
言
説
の
精
神
医
学
化
を
代
表
す
る
人
で
あ
っ
た
ｌ
は
、
そ
の
著
『
性
の
精
神
病
理
』
（
現
胃
冒
冒
旨
騨
唾
の
×
屋
凶
房
一
八

八
六
年
初
版
）
に
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
を
列
挙
し
た
。
だ
が
性
の
病
態
の
代
表
と
さ
れ
て
き
た
同
性
愛
に
つ
い
て
染
る
と
、
ア
メ
リ
カ
精
神

医
学
会
は
そ
の
『
精
神
障
害
の
分
類
ｌ
診
断
の
手
引
き
．
Ⅲ
』
Ｓ
ｍ
旨
Ｉ
目
一
九
八
○
年
）
で
は
、
自
我
同
調
性
同
性
愛
を
精
神
障
害
か
ら

（
一
エ
ハ
）

除
外
し
て
い
る
。
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
仮
説
に
と
ど
め
を
さ
し
た
の
は
、
『
キ
ン
ゼ
イ
報
告
』
と
し
て
し
ら
れ
る
実
態
調
査
報
告
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
、
性
交
回
数
は
き
わ
め
て
す
ぐ
な
い
も
の
か
ら
頻
回
の
も
の
ま
で
連
続
し
て
分
布
し
て
い
て
、
「
過
淫
」
な
ど
わ
け
ら
れ
な
い
こ
と
、

ま
た
性
交
の
体
位
も
教
育
程
度
の
ひ
く
い
階
層
は
、
い
わ
ゆ
る
正
常
位
を
の
ぞ
く
も
の
を
異
常
と
判
断
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
し
め
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
仮
説
の
推
移
は
、
ヘ
ア
が
み
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
。
性
に
つ
い
て
の
社
会
的
抑

圧
が
す
ぐ
な
か
っ
た
日
本
も
文
明
開
化
と
と
も
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
、
ア
メ
リ
カ
の
性
に
つ
い
て
の
価
値
判
断
を
う
け
い
れ
た
。
こ
の
価
値
判
断

を
流
入
さ
せ
た
の
が
造
化
機
物
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
の
害
が
さ
ま
ざ
ま
に
大
大
的
に
宣
伝
さ
れ
て
い
た
。
学
術
的
な
面
で

は
、
マ
ス
タ
尋
へ
イ
シ
ョ
ン
仮
説
は
学
説
と
し
て
は
紹
介
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
本
格
的
に
検
証
し
よ
う
と
い
う
努
力
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ

の
点
は
、
江
戸
時
代
ま
で
の
性
に
つ
い
て
の
生
活
感
情
が
底
流
と
し
て
い
き
の
び
て
い
た
か
ら
か
、
と
も
か
ん
が
え
ら
れ
る
が
、
淫
事
は
学
問

対
象
た
り
え
な
い
と
い
う
精
神
の
構
え
の
ほ
う
が
決
定
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
学
術
面
で
も
、
あ
ら
わ
な
マ
ス
タ
諺
へ
イ
シ
ョ
ン
有
害

論
は
次
第
に
後
面
に
し
り
ぞ
い
て
い
っ
た
。
こ
の
点
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
仮
説
の
衰
退
に
平
行
し
て

↓、

た
◎
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こ
の
報
告
は
一
般
民
衆
の
精
神
病
観
に
せ
ま
ろ
う
と
す
る
試
桑
の
一
部
分
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
啓
蒙
害
で
あ
れ
活
字
化
さ
れ
た
も
の
を
と

お
し
て
ど
こ
ま
で
そ
れ
に
せ
ま
れ
る
か
、
疑
問
も
お
お
き
い
。
こ
と
に
、
性
的
行
動
と
い
っ
た
公
然
化
さ
れ
に
く
い
も
の
に
関
し
て
は
そ
う
で

あ
る
。
だ
が
、
造
化
機
物
が
版
を
か
さ
ね
た
こ
と
は
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
を
し
め
し
て
お
り
、
こ
れ
を
と
お
し
て
一
般
民
衆
が
い
だ
い
た
観

念
の
一
部
分
に
近
似
的
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
造
化
機
物
の
か
な
り
多
く
が
、
合
州
国
で
出
版
さ
れ
た
も
の
の
翻
訳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。
合
州
国

で
は
こ
の
種
の
も
の
が
と
く
に
お
お
く
出
版
さ
れ
た
の
か
（
清
教
徒
的
伝
統
、
禁
酒
法
、
精
神
分
析
の
流
行
と
い
っ
た
事
情
か
ら
し
て
、
合
州

国
で
は
マ
ス
タ
蕊
へ
イ
シ
ョ
ン
、
過
淫
の
害
を
強
調
す
る
性
の
啓
蒙
書
が
お
お
く
だ
さ
れ
て
い
た
、
と
想
像
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
）
。
あ
る

い
は
外
国
か
ら
の
出
版
物
流
入
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
特
異
分
野
が
あ
る
、
と
い
っ
た
事
情
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ヘ
ア
は
、
性
交
と
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
と
の
違
い
の
説
明
と
し
て
は
、
マ
ス
タ
尋
へ
イ
シ
ョ
ン
に
は
ひ
そ
か
な
恥
じ
お
よ
び
罪
悪
の
感
じ
を
と

も
な
う
と
の
説
、
お
よ
び
、
マ
ス
タ
亭
へ
イ
シ
ョ
ン
は
不
自
然
で
神
経
系
へ
の
ス
ト
レ
ス
を
と
も
な
う
と
の
説
が
あ
っ
た
、
と
の
べ
て
い
る
。
造

化
機
物
に
ゑ
ら
れ
た
三
種
電
気
説
は
、
後
者
の
考
え
を
も
っ
と
も
ら
し
く
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
だ
ろ
う
が
、
ヘ
ア
は
そ
こ
ま
で
は
ふ
れ
て

い
な
い
。
だ
が
、
問
題
を
も
っ
と
徹
底
的
に
解
明
す
る
に
は
、
各
国
に
お
け
る
当
時
の
性
の
啓
蒙
書
の
比
較
と
い
っ
た
試
み
も
必
要
と
な
ろ

う
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
わ
た
し
の
能
力
を
は
る
か
に
こ
え
る
も
の
で
あ
る
。

結
び
と
し
て
二
点
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
一
つ
峰
学
説
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
精
神
医
学
の
理
論
は
生
物
学

的
方
向
と
社
会
的
ｌ
心
理
学
的
方
向
と
の
あ
い
だ
を
振
り
子
状
に
う
ご
い
て
き
た
。
マ
ス
タ
薯
へ
イ
シ
ョ
ン
仮
説
も
、
あ
る
歴
史
的
文
脈
の
な
か

で
お
こ
り
、
そ
し
て
す
て
ら
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
学
説
史
を
た
ど
る
こ
と
は
、
現
在
支
配
的
で
あ
る
も
の
に
た
い
し
て
も
批
判
的
で
あ

り
う
る
自
由
度
を
お
お
き
く
し
て
く
れ
る
。
精
神
医
学
を
の
ぞ
く
分
野
に
お
い
て
も
、
学
説
史
の
意
義
は
ち
い
さ
く
あ
る
ま
い
。

第
二
は
、
い
わ
ば
「
裏
の
医
学
史
」
と
い
う
べ
き
も
の
の
認
知
で
あ
る
。
従
来
の
医
学
史
は
「
正
統
」
の
学
説
に
か
た
よ
り
す
ぎ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
（
「
正
統
」
の
学
説
を
中
心
に
し
た
も
の
を
「
表
の
医
学
史
」
と
よ
ん
で
よ
か
ろ
う
）
。
一
般
民
衆
の
医
学
観
に
お
お
き
く
影
響
し
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た
も
の
は
、
通
俗
医
学
論
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
照
明
を
あ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
仮
説
の
歴
史
な
ど
は
そ
う
い

う
意
味
で
「
裏
の
医
学
史
」
に
ち
か
い
。
こ
の
論
文
が
、
「
裏
の
医
学
史
」
が
認
知
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

本
稿
の
要
旨
は
一
九
八
八
年
一
月
ニ
ハ
日
、
日
本
医
史
学
会
・
蘭
学
資
料
研
究
会
例
会
で
報
告
し
た
。
資
料
探
索
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
大
塚
恭
男
、
当
日

司
会
の
労
を
と
ら
れ
た
大
滝
紀
雄
の
両
氏
は
じ
め
、
当
日
討
論
に
参
加
さ
れ
た
諸
氏
に
お
礼
を
も
う
し
あ
げ
る
。

注

（
ご
岡
田
靖
雄
「
魔
女
裁
判
」
、
『
差
別
の
論
理
魔
女
裁
判
か
ら
保
安
処
分
へ
』
勁
草
書
房
、
東
京
、
一
九
七
二
年
。

（
一
己
オ
ナ
’
－
－
の
語
が
、
中
絶
性
交
で
精
を
地
に
も
ら
し
た
た
め
神
の
怒
り
を
か
っ
て
、
死
を
も
っ
て
罰
せ
ら
れ
た
と
旧
約
聖
書
に
あ
る
オ
ナ
ン
に
由
来

す
る
こ
と
は
周
知
で
あ
ろ
う
。
こ
の
語
は
マ
ス
タ
ベ
イ
シ
ョ
ン
の
罪
悪
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
語
源
か
ら
し
て
あ
や
ま
っ
て
い
る
。
マ
ス

タ
雷
へ
イ
シ
ョ
ン
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
日
ｐ
ご
眉
‐
切
冒
号
農
○
回
つ
ま
り
、
「
手
に
よ
る
漕
し
」
で
あ
る
と
の
説
も
あ
っ
た
が
、
実
は
は
っ
き
り
し
て

（
一
己
「
腎
虚
」
に
つ
い
て
は
、
例
会
に
お
け
る
発
表
の
さ
い
大
塚
恭
男
氏
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
『
扶
氏
長
生
法
』
の
原
著
に
つ
い
て
も
同
氏
の
ご
教

示
を
え
た
。
同
氏
所
蔵
の
も
の
は
一
八
○
五
年
版
で
あ
る
。

（
ｇ
こ
の
あ
た
り
は
木
本
至
『
オ
ナ
ニ
ー
と
日
本
人
』
（
イ
ン
タ
ナ
ル
株
式
会
社
出
版
部
、
東
京
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
。
こ
れ
は
、
ほ
と
ん
ど
注
目

さ
れ
な
か
っ
た
が
、
え
が
た
い
好
著
で
あ
る
。

（
吾
こ
れ
ら
の
本
の
お
お
く
は
二
○
年
前
に
は
二
○
○
円
、
三
○
○
円
と
い
う
価
格
の
も
の
が
お
お
か
っ
た
が
、
最
近
は
五
、
○
○
○
円
ぐ
ら
い
、
あ
る

い
は
一
万
円
を
こ
す
価
格
の
も
の
が
お
お
い
。
そ
こ
で
こ
の
ご
ろ
は
、
未
購
入
の
も
の
を
ゑ
て
も
ほ
と
ん
ど
か
わ
ず
に
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
目

録
は
、
造
化
機
物
と
い
う
べ
き
書
物
の
半
分
ま
で
に
達
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
ご
原
書
は
］
・
ぃ
の
吾
君
．
国
。
ざ
の
《
爵
８
恩
ぐ
の
ぐ
ｇ
の
ｑ
・
旨
農
冒
号
島
。
昌
画
且
９
昌
昌
目
。
の
．
国
国
弓
吋
の
ｇ
ｚ
・
園
．
》
扇
電
（
『
８
．
胃
目
。
犀
①
閉
〕

ｚ
・
曙
．
〕
ご
息
）
．
’
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
大
学
医
学
部
で
の
講
義
。

（
ｓ
こ
の
訳
書
は
、
「
ヘ
ベ
ふ
れ
に
や
」
の
語
を
だ
し
た
日
本
で
も
っ
と
も
は
や
い
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
◇
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
『
性
の
歴
史
』
１
１
Ⅲ
（
訳
者
は
Ｉ
が
渡
辺
守
章
、
Ⅱ
．
Ⅲ
が
田
村
俶
）
、
新
潮
社
、
東
京
、
一
九
八
六
、
八
七
年
。
原
書
は
、

い
な
い
の
で
あ
る
。
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追
へ

､‐ノ記

（
西
）
差
別
問
題
に
お
い
て
も
、
民
族
、
生
地
、
家
系
な
ど
を
理
由
と
す
る
も
の
か
ら
、
精
神
疾
患
を
理
由
と
す
る
も
の
へ
と
、
理
由
づ
け
の
移
動
、
医
学

化
が
承
ら
れ
る
こ
と
を
、
わ
た
し
が
か
つ
て
指
摘
し
た
（
岡
田
『
差
別
の
論
理
』
）
。

（
三
）
閃
』
号
國
ａ
国
巨
貝
閂
騨
匡
凹
冨
月
旦
凰
昌
の
押
目
胃
８
国
巨
冒
号
＆
園
８
風
呂
騨
胃
冨
胃
ご
晟
鵲
Ｉ
届
ｇ
に
よ
る
。

（
一
壱
シ
ｐ
認
言
い
①
〉
『
）
葛
・
国
弔
○
日
①
司
昌
〕
陣
○
画
冒
画
昌
冒
解
×
．
巨
騨
』
園
呂
湧
く
一
○
月
甘
吾
の
国
．
胃
日
凹
旨
言
い
厨
Ｆ
ｏ
ｐ
号
冒
》
乞
畠
一
吟
。
〆
言
い
ｑ
・

ぢ
ゞ
・
国
固
○
日
ｇ
ｏ
語
○
国
亭
昏
鼻
冒
砕
園
国
．
⑦
の
ヴ
ケ
胃
骨
の
①
（
巨
旦
駒
①
彦
秒
ぐ
ざ
巨
門
旨
．
吾
①
国
員
巨
囚
昌
蜀
⑦
目
四
亙
伊
○
口
ｇ
Ｏ
Ｐ
岳
認
．

免
）
ジ
ャ
ン
Ⅱ
ル
イ
・
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
、
宮
原
信
訳
『
性
と
歴
史
』
新
評
論
、
東
京
、
一
九
八
七
年
。
原
書
は
滞
日
〕
‐
冒
昌
晩
国
凹
且
『
旨
“
原
い
の
×
①
鼻

同
Ｏ
ｏ
ａ
昼
⑦
日
．
艀
昌
．
罰
易
）
ら
蟹
．
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン
は
ア
ナ
ー
ル
派
の
人
。

（
一
ｓ
国
国
．
国
目
①
叩
冒
閑
冒
司
冨
ｇ
ご
旨
閏
且
ご
恥
国
〕
③
国
曽
○
暑
具
画
口
巨
８
．
当
冨
①
日
．
の
昌
巳
只
冒
）
必
や
鵠
》
思
罵
．

（
二
）
国
。
冨
艮
思
〆
蔚
壗
“
邑
扁
烏
．
“
働
且
８
巨
吻
①
“
○
房
ロ
の
］
騨
昌
。
言
々
〕
旨
岳
．
遺
稿
集
。
国
。
冨
旦
国
匡
昌
胃
陣
匡
閣
員
秒
。
画
官
昌
。
“
弓
胃
。
。
国
匡
且
『
＆

閨
①
脚
劇
臭
騨
苫
冨
具
ご
勗
韻
Ｉ
届
ｇ
・
○
×
ず
ａ
己
昌
ぐ
．
甲
①
鵠
・
己
＄
に
よ
る
。

（
三
）
川
喜
田
愛
郎
『
近
代
医
学
の
史
的
基
盤
（
上
）
』
（
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
七
年
）
は
、
個
人
衛
生
の
書
と
し
て
有
名
な
も
の
の
一
つ
は
、
テ
ィ

ソ
ー
の
『
人
々
の
健
康
の
た
め
の
書
』
で
諸
国
語
に
訳
さ
れ
て
ひ
ろ
く
よ
ま
れ
た
、
と
か
く
が
、
『
人
々
の
健
康
の
た
め
の
書
』
よ
り
は
こ
ち
ら
の

影
響
の
ほ
う
が
お
お
き
か
っ
た
ら
し
い
。
な
お
わ
た
し
が
所
蔵
す
る
《
白
。
ロ
“
昌
切
日
の
雪
〉
は
一
七
九
二
年
の
「
新
版
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
著
者
名
は

胃
．
剴
朗
。
房
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
川
喜
田
は
テ
ィ
ソ
ー
に
つ
づ
い
て
ド
イ
ツ
の
医
学
者
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
『
長
生
術
』
Ｑ
昌
呉
。
冒
乏
崖
命
言

国
自
画
圏
且
》
冒
鼻
旬
。
江
。
房
。
烏
埼
島
嗣
尻
目
再
鼻
骨
“
日
目
“
・
嶌
・
胃
目
序
胃
目
制
巨
く
旬
忌
『
菌
の
３
．
弓
器
を
あ
げ
て
、
こ
れ
も
「
た
び
た
び
版
を

重
ね
、
今
日
ま
で
記
憶
さ
れ
て
い
る
名
著
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
本
も
マ
ス
タ
尋
へ
イ
シ
ョ
ン
、
こ
と
に

「
精
神
的
オ
ナ
’
－
１
」
（
機
械
的
刺
激
を
く
わ
え
る
こ
と
な
く
お
こ
な
う
も
の
）
の
害
を
強
調
し
て
い
る
。

（
三
）
破
瓜
病
の
概
念
は
一
八
六
三
年
に
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
噸
ハ
ウ
ム
宍
旦
Ｆ
員
署
狩
〆
騨
匡
冒
巨
日
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
門
下
の
ヘ
ケ
ル
因
葛
Ｐ
己
国
の
鼻
９

『
扶
氏
長
生
法
」
に
、
「
嘗
て
一
洋
医
の
話
を
聞
く
に
、
一
度
の
房
事
全
ハ
オ
ン
ス
の
鳫
血
に
同
く
、
一
度
の
手
淫
ハ
六
度
の
房
事
に
同
し
と
言
へ

り
、
手
淫
の
人
身
に
害
あ
る
こ
と
推
し
て
知
る
べ
し
」
と
あ
る
の
は
、
抄
訳
者
辻
恕
介
に
よ
る
注
で
あ
る
。

が
一
八
七
一
年
に
発
展
さ
せ
た
。

辱
［
ざ
彦
堅
蜀
○
目
ｏ
ｐ

お
わ
っ
て
い
る
。

冒
巨
８
具
“
同
関
号
胃
号
置
い
①
×
ロ
匙
旨
』
⑦
農
自
画
ａ
）
思
易
）
后
尉
》
段
．
こ
れ
は
著
者
の
死
の
た
め
、
は
じ
め
の
構
想
の
半
分
で
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●

冒
吾
①
胃
①
‐
閃
①
降
○
門
昌
５
目
］
四
℃
四
目
劇
①
。
届
言
肖
①
〕
、
①
×
巨
匙
ず
呂
騨
昌
○
司
彦
四
旦
旨
旦
冨
⑦
皀
望
』
官
①
協
氏
閑
寓
｝
国
ｇ
旨

一
之
①
駕
胃
昌
口
く
登
国
貝
甘
口
．
シ
冒
呂
○
口
い
ず
①
×
８
，
国
ぐ
⑦
ぐ
⑦
国
①
ご
ミ
閉
色
①
閏
昌
①
Ｑ
｝
国
吋
目
曽
］
ず
Ｏ
ｓ
８
す
○
旦
昌
四
局
Ｑ
８
日
冒
具
目
鼎
‐

①

冒
号
貝
甘
昌
弓
農
８
易
匡
胃
＆
旨
９
号
閏
、
旨
昏
］
．
冒
○
時
冨
吋
日
昏
一
．
弓
胃
《
《
ご
泣
く
。
‐
①
》
）
画
。
日
蔚
堕
ぐ
冨
昌
く
号
凰
ｇ
ａ
い
⑦
×
巨
匙

、

恩

、

す
①
奇
固
く
ざ
門
口
目
色
号
①
、
①
ｘ
届
巴
Ｏ
侭
四
目
．
シ
津
９
号
⑦
冒
命
替
閃
の
黒
○
胃
昌
５
口
）
ご
篇
胃
９
口
も
○
℃
巳
胃
、
⑦
〆
匡
巳
吻
ｇ
①
ｐ
８
乏
閉
目
ご
○
，

卓

与

旦
巨
の
①
９
日
丘
冒
四
目
く
ず
○
○
冨
○
目
、
①
ｘ
ロ
巴
、
ｇ
①
旨
の
①
葛
国
①
も
巨
匡
芦
吾
①
昌
弓
ケ
①
唾
①
ず
○
○
冨
乏
ｑ
①
。
巴
庁
Ｑ
・
《
Ｎ
ｑ
宍
画
江
‐
目
○
回
ｑ
》

●

（
震
圃
鼻
國
寓
》
ｌ
鳴
凰
国
》
○
門
鴨
昌
“
唖
《
露
目
○
目
。
ご
－
ず
Ｃ
Ｏ
訂
）
．
弓
胃
唖
①
国
自
哩
再
胃
○
画
⑦
号
昌
日
凰
冒
号
昌
５
国
乏
農
ぐ
①
曼
毎
胃
日
昏
』
８

《
写
①
す
○
ｑ
く
い
旨
Ｑ
①
函
も
①
９
巴
々
》
毎
○
号
毎
①
尉
昌
】
目
昌
胃
葛
四
ｍ
ｍ
凰
旦
《
ず
四
蒔
乏
ほ
ぼ
骨
昏
①
画
も
も
①
回
吋
四
目
の
①
○
由
骨
彦
①
食
Ｎ
ａ
宍
凹
翫
ｌ
甘
口
○
口
○
〕
〕
）

震
ご
底
冠
○
‐
①
。
》
ｓ
闇
己
も
①
閏
①
２
月
芹
、
①
ミ
Ｃ
ａ
ｍ
乏
匹
』
①
〆
冒
①
鵠
ａ
ｓ
①
９
５
旨
鳴
昌
も
８
豆
①
廼
唖
、
昌
冒
号
、
８
ミ
ｐ
ａ
ｍ
①
ｘ
屋
巴

●

《
写
①
す
○
ｑ
ぐ、

震
ご
戸
ご
○
‐
①
暮

ご
①
缶
画
く
芦
○
爵

弓
①
×
《
ず
Ｃ
Ｏ
穴
函
○
自
己
い
く
ｏ
三
四
胃
菅
巴
唖
○
①
ｘ
亘
巴
目
①
具
四
津
①
門
ご
く
①
鷲
①
局
巨
も
、
琶
巳
目
甘
言
国
巽
唾
）
骨
彦
⑦
↑
ず
①
○
時
冒
舜
房
秒
芹
Ｈ
自
画
胃
臣
民
ず
画
計
ざ
目

■

ご
く
四
ｍ
四
ぐ
の
門
昌
員
昌
も
○
胃
四
国
庁
○
画
目
唾
①
Ｏ
由
員
〕
①
旨
弄
四
房
四
目
Ｑ
目
①
門
ぐ
○
戸
届
Ｑ
］
函
○
吋
Ｑ
①
扇
。
国
目
許
］
四
℃
四
国
①
、
①
で
ぬ
く
、
毒
一
四
毎
国
胃
唖
葛
⑦
門
①
ご
○
骨
①
幽
岨
①
局

８
鴛
〆
ａ
望
号
の
門
堅
昌
旨
目
吾
ぢ
ず
ｇ
葛
①
⑦
冒
目
四
ｍ
目
『
ず
昌
旨
目
臼
己
目
①
貝
巴
島
、
○
吋
Ｑ
の
厨
．
目
昏
①
号
①
○
ご
唱
画
昌
樟
昌
々
さ
胃
〕
尉

○

も
○
零
『
①
葛
〕
四
目
旦
凹
津
⑦
詩
舜
寄
①
、
①
○
○
口
Ｑ
》
く
Ｏ
ユ
Ｑ
ご
く
画
吋
陣
夛
国
ｍ
ｅ
日
目
も
庁
蔚
写
回
す
四
国
ｇ
ｏ
目
㈹
具

竪

（
ご
造
化
機
も
の
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
阿
知
波
五
郎
「
日
本
産
児
制
限
史
に
つ
い
て
」
（
医
学
史
研
究
、
第
二
三
号
、
二
八
五
’
二
九
八
、
一
九

六
七
）
（
『
近
代
医
史
学
論
考
阿
知
波
五
郎
論
文
集
・
上
』
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
六
年
に
再
録
）
が
ふ
れ
て
い
た
。

（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）

舅
白
煙
の
庁
巨
禺
ず
囚
武
○
口
〕
①
悶
○
の
の
望
ぐ
①
ぐ
の
己
の
烏
冒
四
国
ユ
で
の
『
○
ず
○
の
①
の
恥
辱
〕
①
｛
〕
誘
庁
○
門
言

○
時
四
庁
彦
①
○
禺
昌
〕
唇
で
の
罰
○
面
目
四
庁
禺
ぐく

ず
く
閨
画
里
５
○
尻
シ
ロ
シ

Ｑ
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